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上
に
部
分
的
な
活
用
を
認
め
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
簡
単

活
用
型
」
の
発
注
方
式
を
Ｉ
Ｃ

Ｔ
土
工
に
新
設

し
た
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
、
対
象

と
な
る
土
工
量

の
下
限
値
（
従

来
は
１
０
０
０

㎥
）
を
撤
廃
。

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
付
帯
構
造
物

設
置
工
（
出
来

形
管
理
）
を
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
促
進

工
事
の
対
象
工

種
と
し
て
新
設

し
、
簡
単
活
用

型
の
場
合
は
そ

れ
の
み
で
も
実

で
活
用
す
る
と
し
て
お
り
、
25

年
３
月
31
日
ま
で
の
シ
ス
テ
ム

推
奨
事
業
者
と
し
て
㈱
現
場

サ
ポ
ー
ト
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島

市
）
を
選
定
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
要
件

書
を
満
た
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ

ば
、
推
奨
事
業
者
以
外
の
シ
ス

テ
ム
の
利
用
も
認
め
て
い
る
。

　
同
社
の
シ
ス
テ
ム
は
、
モ
バ

イ
ル
端
末
で
の
利
用
な
ど
に
よ

り
場
所
を
問
わ
ず
に
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
円

化
）
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
の
対
象
は
、
こ

れ
ま
で
土
工
量
１
０
０
０
㎥
以

上
と
し
て
い
た
が
、
土
工
・
作

業
土
工
（
床
掘
）
を
含
む
全
て

の
工
事
に
変
更
。
土
工
量
３
０

０
０
㎥
未
満
で
あ
れ
ば
、
受
注

者
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
Ⅱ

型
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
簡

単
活
用
型
か
ら
選
択
で
き
る
。

３
０
０
０
㎥
以
上
７
０
０
０
㎥

未
満
は
受
注
者
希
望
型
、
７
０

０
０
㎥
以
上
に
つ
い
て
は
発
注

者
指
定
型
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば

ら
き
Ⅰ
型
と
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
に
準
じ
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
付
帯
構
造
物
設
置
工
を
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
促
進
工
事
の
対
象
工

種
と
し
て
新
設
し
た
。
簡
単
活

用
型
の
場
合
、
本
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
し
て
、
付
帯
構
造
物
設
置

工
（
出
来
形
管
理
）
の
み
で
の

実
施
を
可
能
と
す
る
。

　
県
は
県
建
設
業
協
会
と
の
共

催
に
よ
り
、
５
～
６
月
に
県
内

各
地
区
で
小
規
模
現
場
Ｉ
Ｃ
Ｔ

体
験
会
を
開
催
。
会
員
・
県
職

員
あ
わ
せ
て
３
５
０
人
以
上
が

参
加
し
、
実
際
に
３
次
元
設
計

デ
ー
タ
・
施
工
デ
ー
タ
を
作
成

し
た
ほ
か
、
建
機
に
試
乗
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
体
験
を
行
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
回
答
者
全

員
が
「
勉
強
に
な
っ
た
」
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
回
答
を
す
る
な

答
。
感
触
も
好
意
的
で
、「
や
っ

て
み
る
と
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な

い
」
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
と

い
う
。

　
県
土
木
部
は
本
年
度
か
ら
営

繕
工
事
を
除
く
全
て
の
工
事

施
を
可
能
と
し
た
。

　
今
回
の
改
定
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
入
門
編
と
し
て
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
で
受
注
者
に

広
く
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら

い
、
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及

を
目
指
し
て
い
く
た
め
の
も
の

だ
。

　
３
次
元
起
工
測
量
は
実
施
せ

ず
、
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
作

成
（
簡
易
で
も
可
）
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
、
も
し
く
は
３
次
元
設
計

デ
ー
タ
作
成
（
簡
易
で
も
可
）

と
出
来
形
管
理
の
実
施
が
必

須
。
ド
ロ
ー
ン
や
レ
ー
ザ
ー
ス

キ
ャ
ナ
の
導
入
が
不
要
で
あ
る

た
め
、
気
軽
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

効
果
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と

を
狙
い
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
３
次
元
設
計
デ
ー
タ

作
成
は
部
分
的
な
作
成
で
よ

く
、
エ
ク
セ
ル
等
で
作
成
し
た

も
の
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
上
で

作
成
で
き
る
簡
易
な
も
の
に
つ

い
て
も
認
め
る
。
３
次
元
Ｃ
Ａ

Ｄ
ソ
フ
ト
の
導
入
が
不
要
で
、

作
成
の
手
間
も
省
け
る
が
、
元

請
業
者
が
自
ら
実
施
（
内
製

　
県
土
木
部
は
こ
の
４
月
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
促
進
工
事
に
関
す

る
要
領
を
改
定
。
こ
れ
ま
で
以

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
は
、
写
真
や
図
面
の
共
有
、

手
持
ち
工
事
の
一
元
管
理
や
掲

示
板
機
能
を
活
用
し
た
全
て
の

受
注
業
者
へ
の
一
斉
周
知
、
関

連
す
る
工
事
間
で
の
工
程
等
の

共
有
、
工
事
関
係
者
間
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
共
有
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
移
動
時
間
の

削
減
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
も

つ
な
が
り
、
人
と
人
の
接
触
が

減
る
こ
と
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
防
止
に
も
寄
与

す
る
。

　
20
年
度
に
県
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
試
験
的
に
取

り
組
ん
だ
事
業
者
の
82
％
が
、

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が

業
務
改
善
に
つ
な
が
っ
た
と
回

　
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
と
は
、

「
公
共
事
業
に
お
い
て
、
情
報

通
信
技
術
を
活
用
し
、
受
発
注

者
間
な
ど
異
な
る
組
織
間
で
情

報
を
交
換
・
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
業
務
効
率
化
を
実
現
す

る
シ
ス
テ
ム
」（
国
土
交
通
省
）

の
こ
と
。
要
す
る
に
、
工
事
書

類
の
作
成
・
処
理
や
受
発
注
者

間
の
や
り
と
り
を
、
書
面
や
面

会
の
代
わ
り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
済
ま
せ
て
し
ま
お
う
と
い

う
も
の
だ
。

　
２
０
１
３
年
度
以
降
、
国
土

交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
で
は

原
則
と
し
て
全
て
の
土
木
工
事

で
活
用
し
て
お
り
、
19
年
度
改

正
の
品
確
法
で
も
「
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
等
の
活
用
の
推
進
に

努
め
る
」
と
運
用
指
針
に
位
置

滑
な
事
業
推
進
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
間
で
の
意
思
疎
通

の
促
進
が
期
待
で
き
る
。
ま

た
、
よ
り
多
く
の
関
係
者
間
で

の
円
滑
な
情
報
共
有
を
可
能
と

し
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
範
囲
を
拡
大
し
、
さ
ら
な
る

電
子
化
の
促
進
や
働
き
方
改
革

の
実
現
に
つ
な
が
る
と
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
個
別
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
な
く
、
事
業

全
体
や
近
隣
工
区
間
、
協
議
会

と
い
っ
た
大
き
な
枠
組
み
で
シ

ス
テ
ム
活
用
す

れ
ば
、
よ
り
大

き
な
チ
ー
ム
全

体
と
し
て
成
果

の
拡
大
が
期
待

で
き
る
。

　
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
の
活
用

で
膨
大
な
書
類

作
成
に
追
わ
れ

る
時
間
が
削
減

さ
れ
れ
ば
、
打

ち
合
わ
せ
や
現

場
管
理
な
ど
他

の
作
業
に
時
間

を
か
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
片
道

１
時
間
の
移
動

も
貴
重
な
２
時

間
に
変
わ
り
、

ど
、
非
常
に
有
意
義
な
体
験
会

と
な
っ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
普
及
が
進
め

ば
、
小
規
模
な
現
場
で
も
さ
ら

な
る
効
率
化
と
生
産
性
向
上
が

期
待
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ

ガ
ソ
リ
ン
代
の
節
約
に
も
な

る
。

　
県
で
は
受
発
注
者
双
方
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、
県
建
設
業

協
会
と
と
も
に
各
地
で
情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
の
講
習
会
を
実
施

し
て
き
た
。
８
月
以
降
も
各
出

先
事
務
所
な
ど
で
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
１
つ
１

つ
の
新
し
い
挑
戦
が
、
生
産
性

の
向
上
や
管
理
コ
ス
ト
の
縮

減
、
ひ
い
て
は
会
社
全
体
の
利

益
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

Ｃ
Ｔ
が
全
て
の
課
題
を
解
決
し

て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま

ず
は
無
理
な
く
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
、
そ
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
し
て
徐
々
に
そ
の
範
囲
を
広

げ
て
い
く
の
が
良
い
だ
ろ
う
。

STEP１

STEP２

STEP３

産 ＋

（土工量） 3000㎥未満

※全てのプロセス：①3次元起工測量、②3次元設計データ作成、③ＩＣＴ施工、④出来形管理、⑤納品

（ねらい）
・比較的コストを抑えた技術の
部分活用で、ＩＣＴ活用で効率
化することを知ってもらうＩＣ
Ｔ活用の“入門編”。
・なお、小規模工事での活用の
標準型としての役割も期待。

（ねらい）
全てのプロセスでのＩＣＴ活用
に向けて、中心となる３次元起
工測量・設計データ作成を習得
（ＩＣＴ施工～納品までのプロ
セスも行うことが可能）

7000㎥以上

【受注者希望型】 【発注者指定型】

3～7000㎥未満3～7000㎥未満

（ねらい）
地元測量・コンサルタ
ント会社の育成

（ねらい）
全てのプロセスで
生産性向上を実現。

チャレンジ
いばらき
Ⅰ型

発注者
指定型

受注者
希望型

チャレンジいばらき
Ⅱ型

【新設】
簡単活用型

工事帳票整理作業の効率化

これまでの工事帳票の整理

情報共有システム利用時の工事帳票の整理

データ作成

データ作成 発議・提出 各フォルダへ保存

情報共有システム 紙を印刷し、目次やラベルを追加して
ファイルに整理する作業が大幅に軽減

電子データの出力
（電子検査用） 電子検査

フォルダへ保存 フォルダの整理 電子成果品の作成

検査

スキャン

印刷 移動・提出・持ち帰り 整理 再整理
（目次・ラベル等）

決裁後決裁後

決裁後決裁後

県が生産性向上の取組を加速
　2019年4月に施行された改正労働基準法で時
間外労働の上限が見直され、建設業は5年の猶
予期間中にある。適用まで2年を切り、建設業
における生産性向上の取組は、今後ますます
重要になる。県では小規模現場へのＩＣＴ活
用を促進するため、本年度からチャレンジい
ばらき簡単活用型を導入するとともに、営繕
工事を除く全ての工事での情報共有システム
（ＡＳＰ）の活用を開始。各地区で体験会や
講習会などを開催し、生産性向上の取組を加
速化している。こうした新しい取組に対して、
「よく分からない」では済まされない時代は
すでに到来している。しかし、今から着手し
ても遅いということは決してない。

ハ
ー
ド
ル
下
げ
て
普
及
促
進

体
験
会
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
入
門

コ
ロ
ナ
拡
大
防
止
に
も
寄
与

書
類
作
成
の
時
間
削
減

情報共有
システム

小規模現場
ＩＣＴ

一　　般
財団法人　茨城県建築センター 

会　　長　柴　　　和　伸
理 事 長　小　沼　紀　男
常務理事　足　立　信　幸
（センター長）

本部事務所／〒310－0852　水戸市笠原町 978－30
　　　　　　TEL 029－305－7300 ㈹　FAX 029－305－7310
県南事務所／〒300－2655　つくば市島名 2920（万博公園西Ｆ28 街区 6）
　　　　　　TEL 029－886－3211 ㈹　FAX 029－886－3212
県西事務所／〒306－0125　古河市仁連 1921－４
　　　　　　TEL 0280－75－2600 ㈹　FAX 0280－75－2603
　　　　　　ホームページアドレス　http://www.ibakenju.or.jp/

会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
専務理事
常務理事

舟 幡　　　健
根　本　洋一朗
小 室　　　晶
河 野 正 博
永 井 一 男
小 川 憲 一

小 沼 隆 志
渡 辺 章 夫
大 山 早 嗣
宮 本　　　久
相 澤 晴 夫
鎌　田　富士夫

常務理事
常務理事
常務理事
常務理事
常務理事
常務理事

webサイト　　https://i-shikai.com
水戸市笠原町978-30（建築会館２階）

会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長

柴　　　和 伸
武 村　　　実
高 槻 一 雄
川 又 晴 彦

潮 田　　　充
久保田　吉　文
益 子 一 彦
中 山 和 朗
梅 原 郁 夫

常務理事
常務理事
常務理事
常務理事
常務理事

副 理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長

増田　勝人
斉藤　光一
岡野　　勉

副 理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長

齊藤　佳昭
本田　浩一
佐藤　慎一

理 事 長 佐 藤　雅 彦 永　井　剛　人
井　坂　秀　夫
砂　押　一　成
稲　見　洋　二

砂　押　一　成

副理事長　小　林　　　透
専務理事　浅　野　和　郎
常務理事　佐　藤　正　則

副理事長　文　道　敏　雄
常務理事　笠　倉　　　勉
常務理事　石　川　重　信 一般社団法人

茨城県建設業協会
水戸市大町3丁目1番22号　TEL029－221－5126㈹

http://www.ibaken.or.jp

私たちは地域の安全・安心を守る
「地域の守り手」としての役割を担います

副会長　細　谷　武　史 副会長　下　田　德　行
副会長　秋　山　光　伯 副会長　小　林　伸　行
副会長　大　藤　博　文 副会長　新　井　　　孝

他 会員一同

会　長　石　津　健　光
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理 事 長 　 浅 川 　 清 司
副 理 事 長 　 髙 野 　 　 潔
副 理 事 長 　 鶴 田 　 哲 男
理 　 　 事 　 飯 塚 　 順 一

理 　 　 事 　 高 橋 　 一 正
理 　 　 事 　 田 中 　 正 平
理 　 　 事 　 小 林 　 　 悟
監 　 　 事 　 渡 邊 　 弘 行

〒 3 1 1 － 0 1 0 5 　 茨 城 県 那 珂 市 菅 谷  6 9 6 － １

T E L 0 2 9 － 2 9 5 － 3 3 1 8 　 F A X 0 2 9 － 2 9 5 － 3 2 5 4

青 山 土 木 工 業 ㈲

㈱ 浅 川 建 設

飯 塚 組 ㈲

㈲ 大 畠 土 木

片 岡 建 設 ㈱

㈱ キ ウ チ 建 設

㈲ 小 林 土 建

㈱ 千 本 杉

大 和 建 設 工 業 ㈲

㈱ 髙 野 工 務 店

高 橋 建 設 ㈱

㈲ 高 正 建 設

㈱ 田 中 工 務 店

㈱ 鶴 田 組

㈱ テ ッ ク

㈱ 中 庭 造 園 土 木

㈱ 滑 川 土 建

㈲ 萩 野 谷 産 業

㈱ 平 野 産 業

㈱ 松 井 建 設

森 島 建 設 工 業 ㈱

山 金 建 設 ㈱

㈲ 渡 辺 工 務 店

那 珂 市 建 設 業 協 同 組 合

松 浦 建 設 ㈱

㈱ 柏 崎 工 務 店

㈱ 杉 原 建 設

㈲ 飯 塚 工 務 店

㈲ 三 生 工 業

㈲ ノ グ チ 工 業

㈱ 我 見 工 業

㈱ 大 山 電 機 工 業

㈱ 関 東 住 総

サ ト ウ 工 業 ㈱

中 村 興 業 ㈲

㈱ マ キ ナ

㈱ 美 都 住 建

㈲ ミ ー サ ン

㈱ 青 山 建 築 設 計 事 務 所

㈲ 丸 隆 建 設

㈲ 久 保 組

㈱ 一 心

大 鵬 電 設 ㈱

㈱ 臼 田 設 計

松 尾 建 設 ㈱

五 島 産 業 ㈱

ジ ョ イ テ ッ ク ㈱

【 本 社 】 〒 3 1 9 － 1 1 1 3 　 茨 城 県 那 珂 郡 東 海 村 照 沼  7 6 8 － 2 7

　 　 　 T E L ： 0 2 9 － 2 6 4 － 2 5 0 0 　 F A X ： 0 2 9 － 2 6 4 － 2 5 0 3

【 支 社 】 〒 3 1 1 － 1 3 0 5 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 大 洗 町 港 中 央  2

　 　 　 T E L ： 0 2 9 － 2 6 7 － 4 1 8 8 　 F A X ： 0 2 9 － 2 6 7 － 4 4 6 4

「 茨 城 港 」 の 安 全 安 心 な ポ ー ト サ ー ビ ス を ご 提 供 い た し ま す

代 表 取 締 役 社 長 　 仙 　 波 　 義 　 正

青 柳 　 晴 男

荒 川 　 　 博

青 柳 　 静 男

理 事

監 事

監 事

［ ㈱ 青 柳 工 務 店 ］

［ ㈲ ア ラ 川 ］

［ 青 柳 建 設 ㈱ ］

中 川 原 　 　 勇 　

柴 　 　 孝 光

横 関 　 順 一

会 長

副 会 長

理 事

［ 石 塚 産 業 ㈱ ］

［ 旭 建 設 工 業 ㈱ ］

［ 横 関 建 設 ㈱ ］
㈱ 大 賢 工 業

㈱ 武 笠 建 設

東 昭 建 設 ㈱

㈲ 磯 山 建 装 工 業

㈱ 稲 川 興 産

㈲ Ｋ Ｉ 防 水
常 磐 塗 装 ㈱
㈱ 昌 和
㈱ 鈴 木 防 水 工 業
㈲ 創 美 社
㈱ 大 栄 工 業
㈱ タ ケ イ ・ ア ー ツ
㈱ 塚 本 建 装

㈱ 石 川 建 装
㈲ 稲 田 防 水 工 業
茨 城 ラ イ ン ㈱
い わ き レ ジ ン ㈱
㈲ 大 宮 防 水 工 業
小 野 防 水 ㈱
㈱ 菊 正 塗 装 店
㈲ 技 建 工 業

中 山 技 研 ㈱
日 立 建 塗 工 業 ㈱
㈱ 日 立 塗 工 店
桧 山 化 研 ㈱
㈲ ヒ ロ レ キ
富 士 協 和 工 業 ㈱
㈱ 富 士 塗 装 店
㈱ マ ス ダ 塗 装 店

㈱ 丸 川 技 研 工 業
㈱ ミ ズ ヨ ケ
㈱ 矢 口
ユ タ カ 工 業 ㈱
㈱ ヨ シ ダ

〒 3 1 0- 0 8 5 2 　 水 戸 市 笠 原 町 1 7 5 4 - 4
T E L. 0 2 9( 3 0 5) 7 3 0 1 　 F A X. 0 2 9( 2 4 3) 1 5 2 3

理 事 長 　 皆 　 川 　 和 　 彦
専 務 理 事 　 皆 　 川 　 桂 　 一
常 務 理 事 　 石 　 川 　 博 　 章

土 木 構 造 物 ・ 建 築 物 ・ 上 下 水 道 の 設 計 、 積 算 、 施 工 管 理

横 山 　 征 成

外 会 員 3 0 社 一 同

会 　 長 　 橋 　 本 　 義 　 隆

副 会 長 　 武 　 藤 　 秀 　 樹

副 会 長 　 吉 　 原 　 清 　 寿

副 会 長 　 吉 　 川 　 善 　 啓

適 正 処 理 で 県 土 の 環 境 を 守 り ま し ょ う

循 環 型 社 会 で

県 民 の 快 適 な 生 活 環 境 づ く り へ

一 般 財 団 法 人 茨 城 県 環 境 保 全 事 業 団
会 長 　 古 川 　 正 美 　 　 役 員 ・ 会 員 一 同

理 事 長 　 石 　 井 　 邦 　 一

副 理 事 長 　 川 　 野 　 和 　 彦

副 理 事 長 　 野 　 上 　 満 　 正

副 理 事 長 　 豊 　 田 　 　 　 稔

副 理 事 長 　 栗 　 田 　 晴 　 二

茨 城 県 森 林 ・ 林 業 協 会公 　 　 益
社 団 法 人

み ど り の 新 時 代 を リ ー ド し ま す

〒 3 1 0- 0 0 1 1

水 戸 市 三 の 丸 1- 3- 2 　 林 業 会 館 内

〇 森 林 ・ 林 業 部

（ 林 業 労 働 力 確 保 支 援 、 市 町 村 森 林 管 理 サ ポ ー ト ）

T E L ： 0 2 9- 2 2 5- 5 9 4 9 　 F A X： 0 2 9- 2 2 5- 6 8 4 7

〇 緑 化 部 （ 緑 の 募 金 、 森 林 づ く り サ ポ ー ト ）

T E L ： 0 2 9- 3 0 3- 2 8 2 8 　 F A X： 0 2 9- 2 3 3- 2 3 3 3

〇 治 山 林 道 部

（ 森 林 土 木 事 業 の 調 査 、 測 量 、 設 計 、 コ ン サ ル ）

T E L ： 0 2 9- 2 2 5- 7 2 8 0 　 F A X： 0 2 9- 2 2 5- 7 5 8 2

st e elf a b @i b a r a ki k e n. o r.j phtt p s: / /i-t e k k o.j p

理 　 事
　 〃
　 〃
監 　 事
　 〃

石 　 津 　 正 　 美
株 　 木 　 貴 　 史
大 　 貫 　 茂 　 男
伊 　 東 　 久 　 夫
大 　 橋 　 一 　 博

茨 城 県 建 設 業 協 会 舗 装 部 会一 　 　 般
社 団 法 人

理 事 長 　 小 又 　 　 純

副 理 事 長 　 上 沢 　 昌 幸

副 理 事 長 　 吉 田 　 賢 司

暑 中 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す 2 0 2 2 年 盛 夏



（ 4 ）2 0 2 2  年 （ 令 和  4  年 ）7  月  2 8  日 　 木 曜 日暑 中 特 集

棟 、 行 政 Ｃ 棟 、 議 会 棟 で 構成 さ れ て い る 。　
手 狭 な 執 務 ス ペ ー ス や 、

不 足 し て い る 会 議 室 な ど の機 能 を 確 保 す る た め 、 増 築を 進 め る 。 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 考 え方 、 働 き 方 の 変 化 な ど へ の対 応 も 検 討 し て い く も よ うだ 。 　
桜 川 市 で は 、 大 和 庁 舎 の

既 存 庁 舎 を 一 部 活 用 す る 形で 、 新 庁 舎 の 整 備 を 計 画 して い る 。 現 在 、 佐 藤 総 合 計画 ・ 柴 建 築 設 計 事 務 所 ・ 河野 正 博 建 築 設 計 事 務 所 Ｊ Ｖが 設 計 業 務 を 進 め て お り 、基 本 設 計 を

1 2月 末 ま で 、 実

施 設 計 を ２ ０ ２ ３ 年 ８ 月 まで に ま と め た い 考 え 。

2 5年

1 2月 の 開 庁 を 目 指 す 。 概 算
事 業 費 は

4 2億 ４ ０ ０ ０ 万 円

（ 外 構 、 付 帯 工 事 含 む ）  。　
建 設 予 定 地 の 敷 地 面 積 は

約 ２ 万 １ ９ ０ ０ ㎡ 。 大 和 、岩 瀬 、 真 壁 の ３ 庁 舎 に 分 散し た 市 役 所 の 機 能 を 、 新 庁舎 へ ま と め て い く 。　
新 築 部 分 の 延 べ 面 積 は 約

７ ９ ０ ０ ㎡ 。 地 上 ４ 階 建

て 、 Ｒ Ｃ 造 に よ る 耐 震 構 造ベ ー ス で 検 討 を 進 め る 。 これ に 加 え 、 １ ９ ９ ３ 年 に 新耐 震 基 準 で 建 て ら れ た 既 存の 大 和 庁 舎 東 庁 舎 （ 約 １ １

０ ０ ㎡ ） を 大 規 模 改 修 し 、一 体 的 に 利 用 す る 。 東 庁 舎は 、 Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建 て 。　
大 和 庁 舎 の 西 庁 舎 に つ い

て は 、 旧 耐 震 基 準 で 建 てら れ て い る た め 、 解 体 す る予 定 。 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ２ 階 建て 、 延 べ 面 積 約 １ ３ ９ ９㎡ 。　
提 案 で は 、 敷 地 特 有 の 地

形 に 屋 根 を か け た 低 層 部と 、 コ ン パ ク ト な 上 層 部 の基 本 構 成 を 示 し て い る 。 また 、 活 発 な 市 民 活 動 、 協働 を 担 う 場 と し て ス テ ッ プギ ャ ラ リ ー な ど を 提 案 。 屋上 に は 太 陽 光 パ ネ ル を 設 置し 、 屋 根 ス ペ ー ス の 有 効 活用 を 図 る 。　
渡 り 廊 下 で 繋 が る 既 存 東

庁 舎 も 、 バ リ ア フ リ ー 化 やエ レ ベ ー タ ー の 新 設 を 検 討す る 。　
駐 車 場 は １ ３ ２ 台 、

4 6

台 、

5 2台 の ３ 箇 所 に 分 か れ

る 。 最 も 広 い 駐 車 場 は 、 イベ ン ト 時 に は 広 場 と し て 利用 し 、 災 害 時 に は 避 難 民の 一 時 受 入 可 能 な 防 災 ひ ろば と し て 利 用 す る 。 職 員 駐車 場 は 、 庁 舎 東 側 に 配 置 する 。　
ス ケ ジ ュ ー ル は 、 仮 囲 い

設 置 な ど の 準 備 、 新 庁 舎 の新 築 を

2 5年 度 中 頃 ま で 、 市

役 所 機 能 の 引 越 、 既 存 東 庁舎 の 改 修 、 西 庁 舎 の 解 体 、渡 り 廊 下 の 新 設 な ど を

2 6年

度 末 ま で に 進 め る こ と と して い る 。

を 行 う 。　
既 存 庁 舎 は 、 ３ 階 建 て で

延 べ 面 積 ９ ４ ０ ８ ・ ８ ６㎡ 、 １ ９ ９ ０ 年 度 に 建 て られ た 。 行 政 Ａ 棟 、 行 政 Ｂ

　
守 谷 市 で は 、 市 役 所 庁 舎

の 増 築 お よ び 既 存 庁 舎 の 改修 工 事 を 実 施 す る 。 基 本 ・実 施 設 計 業 務 は ㈱ 楠 山 設 計が ま と め る 。 増 築 部 の 建 物規 模 は Ｒ Ｃ 造 （ ま た は Ｓ ＲＣ 造 ） ３ 階 建 て 、 延 べ 面 積２ ０ ０ ０ ㎡ ほ ど を 想 定 。 既存 庁 舎 は 、 特 定 天 井 や エ レベ ー タ ー 電 気 設 備 等 を 改 修す る 。 本 年 度 内 に 設 計 を まと め 、 ２ ０ ２ ３ 年 度 か ら ２カ 年 程 度 で 工 事 を 進 め て いく 予 定 。　
ま ず 先 行 し て 増 築 工 事 を

行 い 、 そ の 後 に 既 存 庁 舎 の改 修 を 行 う こ と に な る と のこ と 。　
増 築 庁 舎 は 、 総 合 窓 口 課

な ど を 有 す る 行 政 Ａ 棟 の北 側 に 建 設 す る 予 定 。 予 定地 の 現 状 は 更 地 と な っ て いる 。 建 設 に 当 た っ て は 、 Ａ棟 と の 連 続 性 を 考 慮 す る 。　
既 存 庁 舎 の 改 修 工 事 に つ

い て は 、 市 民 ホ ー ル の 特 定天 井 改 修 、 既 存 不 適 格 な 状態 に あ る エ レ ベ ー タ ー の 改修 、 内 装 壁 タ イ ル 修 繕 、 非常 用 発 電 機 更 新 、 受 変 電 設備 改 修 、 空 調 配 管 更 新 な ど

地 域 支 え る 中 心 地 を 整 備 へ

　
行 方 市 で は 、 新 庁 舎 建 設

の 建 設 を 検 討 し て い る 。 基本 計 画 の ス ケ ジ ュ ー ル に よる と 、 本 年 度 に も 基 本 設 計に か か り 、 ２ ０ ２ ３ 年 度 から 着 工 、

2 5年 度 の 竣 工 、 同

年 度 内 の 供 用 開 始 を 目 指 すも よ う 。　
場 所 と し て は 、 な め が た

地 域 医 療 セ ン タ ー （ 井 上 藤井

9 8

－ ８ ） の 一 部 施 設 を 改

修 し 、 増 築 す る 方 針 。 救 命救 急 セ ン タ ー と し て 利 用 さ

　
五 霞 町 は 、 役 場 庁 舎 と 中

央 公 民 館 の 複 合 庁 舎 整 備 に向 け て 準 備 を 進 め て い る 。現 在 は 建 設 予 定 地 の 再 検討 、 事 業 手 法 の 検 討 な ど を行 っ て い る と こ ろ 。 基 本 設計 へ の 着 手 は 、 早 け れ ば ２０ ２ ２ 年 度 中 を 予 定 し て いる が 、 後 ろ 倒 し に な る 可 能性 も あ る 。 そ の 後 、 順 次 実施 設 計 に か か っ て い き 、

2 4

年 度 中 の 開 庁 を 目 指 し て いく も よ う 。　
基 本 構 想 に よ る と 、 建 設

予 定 地 は 中 央 公 民 館 敷 地 およ び 隣 接 地 （ 小 福 田 １ ４ ７

－ １ ほ か ） が 有 力 で あ る と
し て い る 。 敷 地 面 積 は 約 ２万 １ ２ ０ ０ ㎡ 。 こ の ほ か 、現 役 場 庁 舎 、 防 災 ス テ ーシ ョ ン 、 統 廃 合 を 予 定 し てい る 五 霞 東 小 学 校 な ど の 敷地 内 を 候 補 と し て 挙 げ て いる 。　

延 床 面 積 目 標 値 は 、 現 庁
舎 （ ２ １ ６ ８ ㎡ ）  、 公 民 館本 館 （ ２ ２ ５ ３ ㎡ ）  、 講 堂

（ ７ ７ ４ ㎡ ）  、 倉 庫 類 （ ４ ０
６ ㎡ ） の 延 床 面 積 合 計 の

7 0％ に あ た る 約 ３ ９ ０ ０
㎡ 。 建 設 に 関 す る 概 算 費 用の 目 安 は

1 5億 ６ ８ ０ ０ 万 円

れ て い た 施 設 の 活 用 を 検 討し て い る 。　
医 療 セ ン タ ー は 、 ２ ０ ０

０ 年 開 院 。 救 命 救 急 セ ンタ ー と し て 利 用 さ れ て い た建 物 は 、 一 部 検 診 の み で 使わ れ て い る 状 態 と の こ と 。　
救 命 救 急 セ ン タ ー の 規 模

は 、 Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建 て 、 延 べ床 面 積 ５ ５ ４ ７ ・ ４ ４ ㎡ 。基 本 計 画 で は 、 新 庁 舎 の 想定 面 積 を ５ ０ ０ ０ ～ ５ ５ ００ ㎡ 程 度 と し て い る 。

と し て い る 。　
事 務 室 、 町 長 室 な ど 特 別

職 室 、 議 会 な ど 役 場 庁 舎 の機 能 、 ラ ウ ン ジ 、 図 書 室 など 公 民 館 の 機 能 を 備 え た い考 え 。 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン へ の 配 慮 、 情 報 通 信 技術 （ Ｉ Ｃ Ｔ ） の 高 度 化 へ の対 応 な ど も 図 っ て い く も よう 。

　
建 設 予 定 地 を 中 央 公 民 館

敷 地 お よ び 隣 接 地 と し た 場合 、 敷 地 南 側 に 来 客 用 駐 車場 、 北 側 に 職 員 用 、 公 用 車駐 車 場 を 配 置 す る 。　
来 庁 者 用 駐 車 場 は １ ２ ０

台 、 職 員 用 は １ ２ ０ 台 、 公用 車 用 は 普 通 車

4 0台 、 ダ ン

プ ト ラ ッ ク １ 台 、 バ ス ４台 、 重 機 １ 台 と 設 定 し て いる 。 東 側 に は 、 災 害 時 な どの 非 常 時 に 避 難 所 と し て 活用 で き る 広 場 を 設 け る こ とを 想 定 し て い る 。

　
各 市 町 村 で は 、 公 共 施 設 の 老 朽 化 へ の 対 応 が 進

ん で い る 。 な か で も 庁 舎 は 、 自 治 体 を 支 え る 中 心的 な 役 割 を 持 っ て お り 、 さ ら に 災 害 時 に は 避 難 所や 対 策 拠 点 と し て も 機 能 し な く て は な ら な い ため 、 欠 か す こ と は で き な い 存 在 だ 。 建 て 替 え の 際

に は 、 既 存 の 建 物 を 利 用 す る こ と で 総 工 費 を 抑 える な ど の 工 夫 や 、 バ リ ア フ リ ー 化 や 省 エ ネ ル ギ ー化 な ど 、 時 代 の 変 化 に 合 わ せ た 計 画 も 必 要 に な って い る 。 今 回 は 、 現 在 計 画 が 進 行 中 で あ る ４ 市 町の 整 備 内 容 や 進 捗 状 況 に つ い て 紹 介 す る 。

災 害 時 の 機 能 な ど も 配 慮

自 治 体 庁 舎
新 築 ・ 増 築

事 業 費

4 2・  ４ 億 を 概 算

新 庁 舎 一 部 に 既 存 庁 舎

庁 舎 と 公 民 館 を 複 合

建 設 予 定 地 等 の 再 検 討

特 定 天 井 の 改 修 等 も
増 築  ・  改 修 ２ カ 年 予 定

桜 川 市

五 霞 町

守 谷 市

北 側 に 職 員 ・ 公 用 車 駐 車 場 を ま と め て 配 置 し 、
ア ク セ ス や 作 業 ス ペ ー ス に 配 慮
北 側 に 職 員 ・ 公 用 車 駐 車 場 を ま と め て 配 置 し 、
ア ク セ ス や 作 業 ス ペ ー ス に 配 慮

1 F ： 約  1 9 6 0  ㎡

2 F ： 約  1 8 7 5  ㎡

計 ： 約  3 8 3 5  ㎡

来 客 用 駐 車 場 ： 1 2 0  台

職 員 用 駐 車 場 ： 1 2 0  台

公 用 車 用 駐 車 場 ： 4 0  台

バ ス 駐 車 場 ： 4  台

ダ ン プ 駐 車 場 ： 1  台

重 機 用 駐 車 場 ： 1  台

1 F ： 約  1 9 6 0  ㎡

2 F ： 約  1 8 7 5  ㎡

計 ： 約  3 8 3 5  ㎡

来 客 用 駐 車 場 ： 1 2 0  台

職 員 用 駐 車 場 ： 1 2 0  台

公 用 車 用 駐 車 場 ： 4 0  台

バ ス 駐 車 場 ： 4  台

ダ ン プ 駐 車 場 ： 1  台

重 機 用 駐 車 場 ： 1  台

※ 中 央 公 民 館 敷 地 お よ び 隣 接 地 を 想 定※ 中 央 公 民 館 敷 地 お よ び 隣 接 地 を 想 定

既 存 公 民 館 を 使 用 し な が ら 、
工 事 を 進 め ら れ る 配 置
既 存 公 民 館 を 使 用 し な が ら 、
工 事 を 進 め ら れ る 配 置

南 北 に ゆ っ た り と し た 広 場南 北 に ゆ っ た り と し た 広 場

一 部 を ア ク セ ス が 良 い 駐 車 場 と し
来 客 者 に 配 慮
一 部 を ア ク セ ス が 良 い 駐 車 場 と し
来 客 者 に 配 慮

来 客 用 駐 車 場 か ら の ア ク セ ス 距 離 が
や や 長 い
来 客 用 駐 車 場 か ら の ア ク セ ス 距 離 が
や や 長 い

二 階 建 て二 階 建 て

広 場広 場

ＮＮ

増 築 予 定 エ リ ア増 築 予 定 エ リ ア

県
道 

 
北

園 
 

野
木

崎
線

県
道 

 
北

園 
 

野
木

崎
線

C 棟C 棟

食 堂 棟食 堂 棟

議 会 棟議 会 棟

A 棟A 棟

B 棟B 棟

ＮＮ

本 年 度 に も 基 本 設 計

医 療 セ ン
タ ー 一 部 を 活 用

行 方 市

本 　 社 　 日 立 市 幸 町 ２ － ８ － ６
　 　 　 　 電 　 話 　 0 2 9 4 － 8 5 － 8 1 0 0  ㈹
　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ 　 0 2 9 4 － 8 5 － 8 1 2 0  ㈹

代 表 取 締 役 　 五 十 嵐 　 則 夫

〈 国 土 交 通 大 臣 許 可 　 第 ２ １ １ ５ ３ 号 〉

I S O 9 0 0 1  2 7 0 0 1
1 4 0 0 1  4 5 0 0 1

代 表 取 締 役 会 長 　 浅 　 川 　 清 　 司
代 表 取 締 役 社 長 　 浅 　 川 　 久 　 志
常 務 取 締 役 　 浅 　 川 　 宗 　 典

〒 3 1 1 － 0 1 1 7 　 茨 城 県 那 珂 市 豊 喰 4 2 8

電 　 話 　 （ 0 2 9 ）2 9 8 － 3 7 2 2

Ｆ Ａ Ｘ 　 （ 0 2 9 ）2 9 5 － 2 2 5 5 　
Ｕ Ｒ Ｌ ：htt p: / / w w w. k- a s k w.j p

本 　 社

信 頼 を 「 創 造 」 に

創 業 1 9 4 6 年

か た ち

地 域 の 発 展 を に な う 企 業 を 目 指 し ま す地 域 の 発 展 を に な う 企 業 を 目 指 し ま す

〒3 0 9 －1 6 0 3 笠 間 市 福 田 3 0 0 5- 1   T E L 0 2 9 6－ 7 2－ 8 1 8 1
F A X 0 2 9 6 － 7 2－ 8 3 6 6  E- m ail : i b a r a ki- k. k @ p o n y. o c n. n e.j p
〒 3 0 9 －1 6 0 3 笠 間 市 福 田 3 0 0 5- 1   T E L 0 2 9 6－ 7 2－ 8 1 8 1
F A X 0 2 9 6 － 7 2－ 8 3 6 6  E- m ail : i b a r a ki- k. k @ p o n y. o c n. n e.j p

許 可 番 号 取 得 　 産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 茨 城 県 0 0 8 0 1 1 6 4 3 6 8

■ 産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 業

■ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 業

■ 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業

■ 産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 業

■ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 収 集 運 搬 業

■ 一 般 廃 棄 物 収 集 運 搬 業

茨 城 県 ／ 千 葉 県 ／ 埼 玉 県 ／

東 京 都 ／ 神 奈 川 県 ／ 群 馬 県 ／

栃 木 県 ／ 福 島 県 ／ 宮 城 県 ／

長 野 県 ／ 秋 田 県 ／ 静 岡 県

茨 城 県 ／ 千 葉 県 ／ 埼 玉 県 ／

東 京 都 ／ 神 奈 川 県 ／ 群 馬 県 ／

栃 木 県 ／ 福 島 県 ／ 宮 城 県 ／

長 野 県 ／ 秋 田 県 ／ 静 岡 県

代 表 取 締 役 　 新 　 井 　 達 　 夫

〒 3 0 0 － 4 5 3 3 　 茨 城 県 筑 西 市 成 井  6 3 2  番 地  2 4

T E L 　 0 2 9 6 － 5 2 － 6 6 5 0

F A X 　 0 2 9 6 － 5 2 － 1 8 9 7
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代 表 取 締 役 社 長 　 井 　 上 　 浩 　 之

〒 3 0 0 － 0 0 3 7 　 茨 城 県 土 浦 市 桜 町 四 丁 目  1 1  番  1 4  号

T E L 　 0 2 9 － 8 2 6 － 2 5 3 6

F A X 　 0 2 9 － 8 2 6 － 2 5 4 6

三 展 ミ ネ コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会 社
C o s m o S o g o C o n s t r u c ti o n C o., L t d

支 　 店 ／ 水 戸 ・ 佐 原 ・ つ く ば
営 業 所 ／ 土 浦 ・ 成 田 ・ 稲 敷 ・ 鉾 田

本 　 社 ／ 日 立 市 多 賀 町  2  丁 目  1 0  番  7  号

　 　 　 　 T E L 0 2 9 4 － 3 6 － 1 6 8 1 　 F A X 0 2 9 4 － 3 2 － 0 2 4 8

代 表 取 締 役 社 長 　 岡 　 部 　 英 　 明
水 戸 本 店

〒 3 1 0- 0 8 4 2 　 茨 城 県 水 戸 市 け や き 台 3 丁 目 6 2- 1

電 話 : 0 2 9- 2 3 9- 3 8 8 3㈹ 　 F A X: 0 2 9- 2 3 9- 3 8 8 1

E- m ail: h o n s y a @ o o n u ki. c o.j p

U R L: htt p s: / / w w w. o o n u ki. c o.j p

本 社: 大 洗 町 　 営 業 所: つ く ば 市 ・ 鉾 田 市 ・ 茨 城 町

経 済 産 業 省 認 定

本 社 ・ 工 場 　 〒 3 0 8 － 0 8 5 5 　 茨 城 県 筑 西 市 下 川 島 6 3 5

　 　 　 　 　 　 　 T E L. 0 2 9 6 － 3 4 － 1 2 1 1 　 F A X. 0 2 9 6 － 3 4 － 1 2 1 2

栃 木 支 店 　 〒 3 2 1 － 0 2 2 6 　 栃 木 県 下 都 賀 郡 壬 生 町 中 央 町 1 3 － 1 5

　 　 　 　 　 　 　 T E L. 0 2 8 2 － 8 2 － 3 8 4 4 　 F A X. 0 2 8 2 － 8 2 － 1 3 2 6

結 城 営 業 所 　 〒 3 0 7 － 0 0 1 1 　 茨 城 県 結 城 市 小 森 1 8 5 1

　 　 　 　 　 　 　 T E L. 0 2 9 6 － 3 2 － 8 0 2 8 　 F A X. 0 2 9 6 － 3 4 － 1 2 2 5

U R L 　  h t t p: / / w w w. k a n t o- d o r o. c o.j p

E- m ail 　i nf o @ k a n t o- d o r o. c o.j p

S D G s  の 取 り 組 み

I S O 9 0 0 1 / 2 0 1 5  年 　I S O 1 4 0 0 1 / 2 0 1 5  年

関 東 道 路 株 式 会 社
・ 国 土 交 通 大 臣 賞 受 賞 （ ３ Ｒ 推 進 功 労 者 ）

・ 環 境 大 臣 賞 受 賞 （ 廃 棄 物 研 究 開 発 功 労 者 ）

・ 茨 城 県 知 事 賞 受 賞 （ 地 球 に や さ し い 企 業 表 彰 ）

代 表 取 締 役 　 渡 　 邉 　 宗 　 明

〒 3 0 5 － 0 8 1 7

茨 城 県 つ く ば 市 研 究 学 園  7  丁 目  4 9  番 地  4

T E L. 0 2 9 － 8 5 4 － 4 1 3 0

F A X. 0 2 9 － 8 5 4 － 4 1 6 0

〒 3 1 1 － 4 3 0 3 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 城 里 町 石 塚  9 3 1 － 3

T E L 0 2 9 － 2 9 7 － 2 7 4 0 　 F A X 0 2 9 － 2 9 7 － 2 7 8 3

代 表 取 締 役 　 中 　 村 　 直 　 樹

測 量 ・ 設 計 ・ 補 償 ・ Ｇ Ｉ Ｓ

私 た ち は 持 続 可 能 な 開 発 目 標

（ S D G s ） を 支 援 し て い ま す 。

株 式 会 社 大 曽 根 建 設

創 業 1 2 0 周 年
自 然 を 感 じ る 街 づ く り

～ 自 然 と 人 を 考 え 、 そ し て 、 地 域 へ ～

代 表 取 締 役 社 長 梅 　 原 　 基 　 弘

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ４ － ７ ４ － ２ １ ６ ６

h t t p s: / / w w w. u m e h a r a - k. c o.j p

茨 城 県 常 陸 太 田 市 小 目 町本 　 社 ：

2 0 2 2  年

暑 中 お 見 舞 い
　 　 申 し 上 げ ま す
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魅 力 向 上 や 誘 客 促 進 へ 「 観 光 施 設 」 等 再 整 備
　
神 栖 市 は 、 息 栖 神 社 周 辺

の に ぎ わ い 創 出 や 誘 客 促 進に 向 け て 、 施 設 整 備 を 計 画し て い る 。 拠 点 施 設 に つ いて は 、 本 年 度 ㈱ Ｓ Ｔ Ｕ Ｄ ＩＯ
　
Ｙ Ｙ （ 東 京 都 台 東 区 ）

に 設 計 を 委 託 。 延 べ 床 面 積６ ７ ０ ㎡ 程 度 で 、 ２ ０ ２ ３年 度 か ら の 本 格 的 な 着 工 を予 定 し て い る 。 地 域 の 人 々と 来 訪 者 が 交 流 で き る 拠 点を 整 備 し て い く 。　
息 栖 神 社 は 鹿 島 神 宮 、 香

取 神 宮 と と も に 東 国 三 社 と呼 ば れ 、 古 来 よ り 人 々 の 信仰 を 集 め て き た 関 東 有 数 の　
つ く ば 市 は 、 ふ れ あ い の

里 キ ャ ン プ 場 の 改 修 を 計 画し て お り 、 来 年 度 か ら 工 事に 着 手 す る 考 え 。 本 年 度 は設 計 な ど を ま と め る 。 土 木改 修 の 測 量 ・ 設 計 は ㈱ 間 瀬コ ン サ ル タ ン ト 、 施 設 改 修の 設 計 は ｓ ａ ｍ ｕ ｒ ａ ｉ

－

ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｔ ｅ ｃ ｔ 一 級 建築 士 事 務 所 が 担 当 。 工 事 も土 木 と 建 築 で 分 け て 発 注 する 可 能 性 が あ る 。　
筑 波 ふ れ あ い の 里 （ 臼 井

パ ワ ー ス ポ ッ ト 。 近 年 、 メデ ィ ア に 取 り 上 げ ら れ る 機会 が 増 え 、 来 訪 者 は 増 加 傾向 に あ る 。　
し か し な が ら 、 現 況 は 市

道 の 歩 車 道 が 分 離 さ れ て おら ず 横 断 歩 道 が 未 整 備 。 船だ ま り 周 辺 は 舗 装 さ れ て おら ず 樹 勢 が 良 く な い 状 態 にあ る 。 ま た 、 江 戸 時 代 に 遊覧 客 な ど で に ぎ わ っ て い た旧 柏 屋 旅 館 は 建 物 が 解 体 され 、 跡 地 は 空 き 地 と な っ てい る 。　
具 体 的 な 整 備 内 容 と し

て 、 ま ず は 観 光 や 情 報 発 信２ ０ ９ ０

－

2 0） は 、 学 童 や

都 市 生 活 者 お よ び 市 民 な どが 農 業 に 対 す る 理 解 を 深め 、 都 市 と 農 村 の 交 流 を 図る こ と を 目 的 に 設 置 。 キ ャン プ 場 の 他 に も 宿 泊 施 設 やバ ー ベ キ ュ ー 場 、 コ テ ー ジな ど が あ る 。　
今 回 の 改 修 は 、 魅 力 あ る

ア ウ ト ド ア 体 験 施 設 と し ての 整 備 を 行 い 、 観 光 誘 客 の促 進 を 図 る も の 。 対 象 と なる キ ャ ン プ 場 は １ ９ ９ ６ 年

　
公 園 施 設 の 設 置 許 可 期 間

は 工 事 着 手 か ら

1 0年 間 と

し 、 事 業 者 が 希 望 す る 場 合は 、 設 置 許 可 の 更 新 に よ り上 限

1 0年 間 の 延 長 が 可 能 。

こ の 期 間 に は 設 置 し た 公 園施 設 の 解 体 お よ び 原 状 回 復に 必 要 な 期 間 も 含 ま れ る 。て い る 。　
建 物 の 規 模 は 、 セ ン タ ー

プ ラ ザ が Ｒ Ｃ 造 一 部 Ｗ ・ Ｓ造 ２ 階 建 て １ ９ ３ ０ ㎡ で 、そ の 他 が Ｗ 造 １ ０ ０ ～ ３ ００ 程 度 。 延 べ 床 面 積 の 合 計は 約 ２ ９ ２ ０ ㎡ 。　
建 設 か ら

3 0年 以 上 が 経 過

す る た め 、 時 代 の ニ ー ズ に沿 っ た リ ノ ベ ー シ ョ ン に より 、 機 能 を 充 実 さ せ て 利 便性 を 高 め 、 魅 力 度 の 向 上 につ な げ る 。　
実 施 設 計 の 概 要 は 、 既 存

棟 改 修 、 施 設 （ カ フ ェ ） 増床 、 付 帯 外 構 改 修 、 既 存 建物 ア ス ベ ス ト 含 有 建 材 分 析調 査 、 地 質 調 査 （ 機 械 ボ ーリ ン グ ４ カ 所 、 室 内 土 質 試験 ） な ど 。

用 途 地 域 は 市 街 化 調 整 区 域
（ 建 ぺ い 率

6 0％ 、 容 積 率 ２

０ ０ ％ ）  。　
老 朽 化 が 進 む こ と か ら 、

リ ニ ュ ー ア ル 基 本 構 想 （ ２０ １ ８ ～

2 7年 度 ） を 策 定

し 、 こ れ ま で に 鑑 賞 大 温 室や 熱 帯 果 樹 温 室 の 改 修 、 新熱 源 設 置 工 事 、 園 路 工 事 など の 第 １ 期 リ ニ ュ ー ア ル を実 施 し て い る 。　
第 ２ 期 で は 、 清 掃 事 務 所

跡 地 を 活 用 し て 新 た な 入り 口 や 駐 車 場 、 ウ ェ ル カ ムガ ー デ ン な ど を 整 備 す る とと も に 、 民 間 活 力 を 導 入 して 官 民 連 携 に よ り さ ら な る魅 力 の 向 上 を 図 っ て い く 。　
公 募 対 象 区 域 は 、 敷 地 西

部 に 位 置 す る 駐 車 場 と ゲ ート ボ ー ル 場 に 当 た る 場 所 。使 用 料 は 、 建 物 部 分 が ㎡ 当た り 月

6 0円 、 建 物 部 分 を 除

同 業 務 の 委 託 に 向 け て 公 募型 プ ロ ポ ー ザ ル を 実 施 し 、㈱ プ ラ ン ニ ン グ ネ ッ ト ワ ーク （ 東 京 都 北 区 ） と 契 約 を締 結 。 履 行 期 間 は ２ ０ ２ ２年

1 2月

2 3日 ま で を 予 定 し て

い る 。　
対 象 と な る の は 花 貫 渓 谷

お よ び 周 辺 観 光 資 源 （ 汐見 滝 吊 り 橋 、 乙 女 滝 、 不 動滝 、 名 馬 里 ヶ 淵 な ど ） で 、現 状 分 析 と 課 題 整 理 、 観 光誘 客 方 策 の 検 討 （ 基 本 方 針設 定 ・ 具 体 策 検 討 ）  、 基 本構 想 の 策 定 な ど が 業 務 内 容に 含 ま れ る 。　
市 内 で 最 も 多 く の 観 光 客

が 訪 れ る 花 貫 渓 谷 で は 、 観光 動 向 に 季 節 的 な 偏 り が あり 、 年 間 を 通 じ た 観 光 客 の取 り 込 み や 滞 在 全 体 の 満 足度 を 向 上 さ せ る こ と が 課題 。　
周 辺 に は 、 け や き 平 キ ャ

ン プ 場 や 花 貫 ふ る さ と 自 然公 園 な ど 、 ア ウ ト ド ア や 自然 環 境 を 活 か し た 体 験 型 観光 施 設 を 設 置 し て い る が 、認 知 度 は 低 い と い う 。　
そ の た め 、 自 然 環 境 ・ 景

観 を 維 持 し つ つ 、 交 流 人 口増 加 な ど の 観 光 振 興 、 山 間地 域 の 活 性 化 を 図 り 、 遊 びや 学 び に つ な が る 場 を 創 出す る こ と で 、 よ り 利 便 性 ・満 足 度 の 高 い 魅 力 あ る 場 所と し て い く 。

る 休 憩 ス ペ ー ス や 飲 食 施 設の 導 入 、 市 の 魅 力 あ る スポ ッ ト を 紹 介 す る 情 報 発 信の た め の 展 示 ス ペ ー ス 、 市の 特 産 物 の 販 売 や 観 光 案 内な ど が で き る 施 設 、 飲 食 施設 お よ び 特 産 品 の 販 売 を メイ ン と す る 施 設 を 想 定 し てい る 。　
工 事 は

2 3年 ７ 月 か ら

2 4年

３ 月 ま で の 期 間 で 行 う 見 通し 。 予 定 工 事 費 は ３ 億 １ ００ ０ 万 円 程 度 を 見 込 ん で いる 。　
そ の ほ か 、 駐 車 場 整 備 や

市 道 ８

－ ３ ９ ８ 号 線 （ 神 社

前 ） の 景 観 整 備 、 船 だ ま り周 辺 の 整 備 、 道 路 整 備 に 伴う 排 水 路 改 修 な ど も 実 施 する 。部 Ｗ 造 平 屋 建 て

5 9・ ６ ２

㎡ 。 外 壁 ・ 屋 根 改 修 の ほ かト イ レ 改 修 、 シ ャ ワ ー 室 改修 な ど を 行 う も よ う 。 炊 事

の た め の 拠 点 施 設 を 整 備 する 。 建 設 地 は 息 栖 ２ ５ ０９ 、 ３ ０ ７ ９

－ ９ １ １ で 敷

地 面 積 が 約 １ ０ ７ ３ ㎡ 。 地目 は 宅 地 お よ び 雑 種 地 。　
計 画 に よ る と 、 息 栖 地 域

の 歴 史 や 文 化 に 配 慮 し  「 和 」を 基 調 と し た 意 匠 と す る 。　
建 物 は 一 部 ２ 階 建 て と

し 、 常 陸 利 根 川 を 一 望 で きの 開 設 で 、 面 積 が 約 ８ ０ ００ ㎡ 。　
主 な 内 容 と し て 、 既 存 の

テ ン ト サ イ ト を 車 の 乗 り 入れ が 可 能 な オ ー ト サ イ ト とし て 整 備 す る こ と を 検 討 。進 入 路 や 園 路 な ど の 整 備 を行 う と と も に 、 駐 車 場 の 整備 も 実 施 す る 。　
施 設 に つ い て は 、 管 理 棟

や サ ニ タ リ ー 棟 、 炊 事 場 など を 全 面 的 に リ ノ ベ ー シ ョン 。 管 理 棟 は Ｗ 造 平 屋 建 て
8 2・ ７ ７ ㎡ 。 外 壁 ・ 屋 根 改

修 、 浄 化 槽 改 修 、 内 装 改 修な ど を 予 定 す る 。　
サ ニ タ リ ー 棟 は Ｒ Ｃ 造 一

く 敷 地 が ㎡ 当 た り 月 ５ 円 。　
応 募 者 の 資 格 は 法 人 ま た

は 法 人 グ ル ー プ と し 、 事 業予 定 者 に な っ た 場 合 は 、 同市 都 市 公 園 条 例 第

1 1条 の 規

定 に よ り 、 市 内 に 本 店 、 支店 ま た は 営 業 所 を 有 す る 必要 が あ る 。　
笠 間 市 は 、 笠 間 焼 な ど 地

場 産 業 の 振 興 を 担 う 笠 間工 芸 の 丘 （ 笠 間 ２ ３ ８ ８

－

１ ） に つ い て 、 さ ら な る 魅力 向 上 を 図 る た め 既 存 棟 の改 修 工 事 や カ フ ェ の 増 床 、付 帯 外 構 の 改 修 工 事 な ど を計 画 し て い る 。 再 整 備 に 向け て 、 本 年 度 は 実 施 設 計 を㈱ 大 山 都 市 建 築 設 計 （ 筑 西市 ） へ 委 託 。 具 体 的 な 整 備内 容 や 事 業 費 な ど を 詰 め てい く 。 年 度 内 に 設 計 を ま とめ 、 予 算 が 付 け ば 来 年 度 に着 工 す る 見 通 し だ 。　
笠 間 工 芸 の 丘 「 ク ラ フ ト

ヒ ル ズ Ｋ Ａ Ｓ Ａ Ｍ Ａ 」 は １９ ９ ８ 年 に 建 設 。 敷 地 面 積が ５ 万 ８ ３ ０ ６ ㎡ 。 笠 間 芸術 の 森 公 園 の 西 部 に 位 置 し　
高 萩 市 は 本 年 度 、 花 貫 渓

谷 周 辺 の さ ら な る 魅 力 向 上を 図 る た め 、 資 源 の 利 活 用や 土 地 利 活 用 の 在 り 方 な どを ま と め た 利 活 用 ・ 整 備 基本 構 想 を 策 定 す る 。 市 で は

　
水 戸 市 は 、 民 間 活 力 を 活

用 し た 植 物 公 園 魅 力 向 上 事業 の 公 募 を 開 始 し た 。 公 募対 象 区 域 面 積 が 約 １ 万 １ ７０ ０ ㎡ 。 設 置 可 能 な 建 築 物の 建 築 面 積 の 上 限 は 合 計 １３ ０ ０ ㎡ 以 内 と し て い る（ 高 さ

1 0ｍ ま で ）  。 事 業 計 画

を ９ 月

3 0日 ま で 受 け 付 け 、

書 類 選 考 や プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン を 経 て 、

1 0月 下 旬 に

事 業 予 定 者 の 選 定 結 果 を 通知 す る 予 定 。 供 用 開 始 は ２０ ２ ３ 年 度 中 を 想 定 し て いる 。　
植 物 公 園 （ 小 吹 町 ５ ０

４ ） は 、 花 と 緑 の 啓 発 ・ 普及 と 市 民 の 憩 い の 場 を 提 供す る た め 、 １ ９ ８ ７ 年 に 開設 。 全 体 面 積 約

1 8 

h aの 中

に 鑑 賞 大 温 室 や 熱 帯 果 樹 温室 、 植 物 館 、 売 店 、 喫 茶店 、 芝 生 広 場 な ど が あ る 。

場 （ ２ カ 所 ） は Ｗ 造 平 屋 建て 、 各

1 8・ ５ ２ ㎡ 。 屋 根 の

改 修 や 温 水 水 栓 化 な ど を 行う 見 通 し 。

息 栖 神 社 周 辺 整 備 全 体 イ メ ー ジ息 栖 神 社 周 辺 整 備 全 体 イ メ ー ジ

事 業 地事 業 地

ＮＮ

　
県 内 の 各 地 域 で は 、 さ ら な る 魅 力 向 上 や 誘 客 促 進 を 図 る た め 、 ま た 、 に ぎ わ

い づ く り に 向 け て 、  「 観 光 施 設 」 な ど の 再 整 備 計 画 が 進 め ら れ て い る 。 各 自 治体 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 収 束 後 を 見 据 え て 、 新 た な 観 光 需 要 を 取 り 込 む 考 えだ 。 整 備 に 当 た っ て は 、 自 然 環 境 ・ 景 観 を 維 持 し つ つ 、 交 流 人 口 の 増 加 な ど 地域 活 性 化 を 進 め る 必 要 が あ り 、 民 間 活 力 を 導 入 す る 自 治 体 も あ る 。 息 栖 神 社 周辺 整 備 事 業 （ 神 栖 市 ） や 植 物 公 園 の 魅 力 向 上 事 業 （ 水 戸 市 ）  、 筑 波 ふ れ あ い の里 の キ ャ ン プ 場 改 修 （ つ く ば 市 ） な ど 、 県 内 で 整 備 が 予 定 さ れ て い る 主 な 事 業を ま と め た 。 に ぎ わ い 創 出 し

 交 流 人 口 拡 大

ふ れ あ い の 里

 キ ャ ン プ 場 を 改 修

植 物 公 園
 

2 3年 度 に も 供 用 開 始

工 芸 の 丘

 大 山 都 市 が 実 施 設 計

息 栖 神 社周 辺 整 備

 
2 3年 度 か ら 着 工 予 定

拠 点 施 設 の 設 計 着 手来 年 度 に 工 事 着 手

民 間 活 力 導 入 へ 公 募

既 存 棟 改 修 な ど 計 画

神 栖 市つ く ば 市

水 戸 市

笠 間 市

本 年 度 は 基 本 構 想 策 定

花 貫 渓 谷 周 辺 再 整 備 へ

《 高  萩  市 》

htt p s: / / w w w.f u y o u -li vi n g. c o m /

htt p s: / / w w w.f u y o u - x - s ell. c o m /

総 合 不 動 産 ・ 総 合 建 設 業

芙 蓉 リ ビ ン グ 株 式 会 社
茨 城 県 つ く ば 市 東 新 井 ２ ２ 番 地 １ ５ － ３

h t t p s: / / w w w. f u y o u-li vi n g. c o m /

茨 城 県 取 手 市 片 町 ３ ３ ０ 番 地 １

h t t p s: / / w w w. f u y o u- x- s ell. c o m /

総 合 不 動 産

芙 蓉 エ ク セ ル 株 式 会 社

あ な た  の た め の ニ ー ズ に 応 え る

グ ル ー プ

h t t p s: / / w w w. s h o w a - k e n s e t s u. c o.j p /

代 表 取 締 役 会 長 　 佐 久 間 　 昭 男
代 表 取 締 役 社 長 　 小 松 原 　 　 仁
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暑 中 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す

鉄 骨 組 立 、 枠 組 足 場 、 次 世 代 足 場 、 足 場 企 画 、 建 築 土 工 事

茨 城 県 知 事 許 可 （ 特- 4 ） 第 2 1 6 8 0 号

〒 3 1 0 － 0 0 1 3  水 戸 市 若 宮 1 丁 目 2 番 7 号

T E L 0 2 9 － 2 2 4 － 6 3 6 1 ㈹ 　 F A X 0 2 9 － 2 2 4 － 6 5 0 4

〒 3 0 0 － 0 0 5 1  土 浦 市 真 鍋 1 － 1 4 － 1 7 　 オ ク イ ビ ル 3 F

T E L 0 2 9 － 8 6 9 － 6 7 2 2 ㈹ 　 F A X 0 2 9 － 8 6 9 － 6 7 2 3

U R L htt p: / / w w w. w a c hi s y o uji. c o.j p

本 社

つ く ば 営 業 所

A L C ・ 杭 ・ 地 盤 改 良 ・ 耐 火 被 覆 ・ 金 属 屋 根 ・ O A フ ロ ア ー ・ パ ー テ ー シ ョ ン ・ 雨 水 貯 留 ・ ス ポ ー ツ 床 ・ グ ラ ウ ン ド 改 良 ・ 防 球 ネ ッ ト ・

イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ・ 平 板 ・ 木 製 デ ッ キ ・ 門 扉 フ ェ ン ス ・ 公 園 施 設 ・ 噴 水 ・ 遊 具 ・ ト イ レ ・ サ イ ン ・ コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

新 し い 都 市 景 観 創 造
自 然 と 調 和 す る 、 よ り 豊 か で 快 適 な 生 活 空 間 を 支 え て い き た い 。

自 由 な 発 想 と 先 進 の 技 術 で 、 地 域 社 会 に 貢 献 し て い き た い 。 　  

― ― 私 た ち は 、 和 知 商 事 で す 。

茨 城 県 つ く ば み ら い 市 下 長 沼 1 1 8- 1

確 か な 技 術 と 誠 実 さ で 社 会 に 奉 仕 致 し ま す

電 話 0 2 9 7 ( 52 ) 22 9 8 　 　 　

F A X  0 2 9 7( 5 2 )4 8 6 7 　 　 　

U R L  ht tp s: / / w w w .y w r. c o.j p /

代 表 取 締 役 　 清 　 水 　 寿 　 美

本 社 ／ 〒 3 1 0 － 0 8 0 3 　 茨 城 県 水 戸 市 城 南  1  丁 目 ６ 番 ９ 号

T E L 0 2 9 （ 3 0 0 ） 3 5 1 1

F A X 0 2 9 （ 3 0 0 ） 7 1 6 0

( 公 社) 日 本 下 水 道 管 路 管 理 業 協 会 員
光 硬 化 工 法 協 会 員 ・ F F T- S 工 法 施 工 会 員
L B 工 法 協 会 員 M L R 工 法 協 会 員
日 本 ス ナ ッ プ ロ ッ ク 協 会 員

本 社 / 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 山 方 6 4 5 番 地
T E L. 0 2 9 5- 5 7- 6 8 6 0 　  F A X. 0 2 9 5- 5 7- 2 5 0 7
大 T E L.( 0 2 9 5)- 5 2- 3 9 5 1

T E L.( 0 2 9 5)- 5 3- 0 0 6 3
T E L.( 0 2 9 9)- 4 3- 0 3 6 1
T E L.( 0 2 9 5)- 5 7- 9 3 1 1

大 宮 第 一 砂 利 プ ラ ン ト
大 宮 第 二 砂 利 プ ラ ン ト
八 郷 生 コ ン 工 場
第 一 砕 石 工 場

わ れ ら · 夢 · 楽 · 創 ·人

特 定 建 設 業

㈲ 益 子 工 務 店
代 表 取 締 役 　 益 　 子 　 俊 　 文

本 　 社 　 〒 3 1 9 － 3 5 4 2 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 初 原 5 4 3

T E L 　 0 2 9 5( 7 8) 0 1 2 3( 代 表) 　 　 　

F A X 　 0 2 9 5( 7 8) 0 8 8 8  　 　 　 　 　

代 表 取 締 役 　 豊 　 島 　 太 一 郎

地 域 に 貢 献 で き る 建 設 産 業 を 目 指 す
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S T O P !  S T O P !   熱 中 症 熱 中 症
　
■ 年 齢 別 で は

4 0代 が 最 多

　
水 戸 労 働 基 準 監 督 署 内 で

の 過 去 ５ 年 間 の 熱 中 症 に よる 死 傷 災 害 発 生 状 況 を 見 ると 年 ご と の 発 生 件 数 は ほ ぼ横 ば い 。 月 別 で は ７ 月 と ８月 が 多 く 、 年 齢 別 で は

4 0代

が 最 多 と な っ て い る 。　
発 生 場 所 は 屋 外 が

6 5％ と

多 い が 、 屋 内 で も

3 5％ 発

生 し て い る こ と か ら 屋 内 であ っ て も 熱 中 症 の リ ス ク は無 視 で き な い こ と が 分 かる 。　
業 種 別 で は 製 造 業 が2 3％ 、 警 備 業 が

2 3％ 、 運 輸

交 通 業 が

1 8％ 。 建 設 業 は 全

体 の ６ ％ で は あ る が 、 こ とし ６ 月 に 、 県 内 の 建 設 業 者が 草 刈 り 作 業 中 に 熱 中 症 にか か っ て い る 。 建 設 業 は 屋外 で の 作 業 が 多 く 、 熱 中 症は 命 に か か わ る お そ れ が ある こ と か ら 、 や は り 対 策 は不 可 欠 だ ろ う 。　
■ マ ス ク 着 用 の 影 響 は

　
ま た 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス の 影 響 で マ ス ク を 着 けて の 作 業 を 行 う こ と が 多 くな っ て い る 。 統 計 的 に は 、こ れ に よ り 極 端 に 熱 中 症 の数 が 増 え て い る と い う こ とは な い よ う だ 。　
し か し 、 マ ス ク に よ り 熱

が こ も る こ と は 否 定 で き ない た め 、 屋 外 で 、 人 と 人 の距 離 が 確 保 で き て い れ ば 、マ ス ク は 必 ず し も 必 要 で は

な い と の こ と 。　
■ 暑 さ 指 数 の 的 確 な 把 握

を　
熱 中 症 リ ス ク を 避 け る た

め の 取 り 組 み と し て は ま ず暑 さ 指 数 （ Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 ） の把 握 が 重 要 と な る 。 暑 さ 指数 は 人 体 と 外 気 と の 熱 の やり と り （ 熱 収 支 ） に 着 目 した 指 標 で 、 人 体 の 熱 収 支 に与 え る 影 響 の 大 き い 湿 度 や周 辺 の 熱 環 境 、 気 温 の ３ つを 取 り 入 れ た 指 標 。 建 設 業の 現 場 で は Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 が

2 8

を 超 え る と 熱 中 症 の リ ス クが 高 い と 考 え ら れ る 。　
た だ し 、 職 場 の Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ

値 が

2 8に 満 た な い 場 合 で も

注 意 が 必 要 だ 。 特 殊 な 作 業の た め に 通 気 性 の 悪 い 作 業服 を 着 て い た り 、 重 量 物 の運 搬 や シ ョ ベ ル 作 業 な ど 身体 作 業 の 強 度 が 高 い 仕 事 をし て い る 場 合 は そ れ に 応 じて Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 を 補 正 す る 必要 が あ る 。　
■ 急 な 暑 さ に は 要 注 意

　
そ し て 、 も う 一 点 注 意 す

べ き は 暑 熱 非 順 化 者 へ の 対応 だ 。 暑 熱 非 順 化 者 と は 、暑 さ に 体 が 慣 れ て い な い 人の こ と 。 暑 い 日 が 続 く と 、

体 は 次 第 に 暑 さ に 慣 れ て 順応 （ 暑 熱 順 化 ） し て い く 。し か し 、 急 激 に 気 温 が 高ま っ た 場 合 や 長 い 休 業 後 に現 場 に 出 て 暑 さ を 体 験 し た場 合 な ど は 、 体 が 暑 さ に 慣れ て い な い た め 、 暑 さ に 慣れ て い る 人 よ り も 熱 中 症 のリ ス ク が 高 ま る 。 水 戸 労 働基 準 監 督 署 の 深 津 直 哉 安 全衛 生 課 長 は 「 建 設 業 の 現 場は お 盆 期 間 に 長 い お 休 み とな る 場 合 が 多 い の で 、 盆 明け の 現 場 に は 特 に 注 意 が 必要 」 と 警 鐘 を 鳴 ら す 。　
■ 知 恵 を 絞 っ て 現 場 で 対

策　
現 場 で の 対 応 と し て は 休

憩 所 へ の 空 調 設 置 や 水 分 ・塩 分 の こ ま め な 摂 取 が 重 要と な る 。 休 憩 所 に エ ア コ ンが 設 置 で き な い 場 合 は 製 氷機 の 設 置 が 効 果 的 。 休 憩 所で 電 気 が 使 え な い 場 合 は 、ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に 氷 を 詰め て お く な ど の 対 応 が 有効 。　
ま た 、 暑 さ で の ど が 渇 く

と 水 分 は 積 極 的 に 摂 る 傾 向が あ る が 塩 分 の 摂 取 は お ろそ か に な り が ち 。 休 憩 所 に塩 飴 を 常 備 し て お く と 、 手軽 に 塩 分 を 摂 る こ と が で き

る と い う 。 熱 中 症 の 症 状 が出 た 場 合 の 対 策 と し て 経 口補 水 液 を 常 備 し て お く こ とも 効 果 的 だ 。　
現 場 に 暑 さ を 回 避 す る 小

休 憩 所 を 設 置 す る こ と も効 果 が 大 き い 。 深 津 課 長 は「 株 木 建 設 で は 、 大 子 町 の新 庁 舎 建 設 事 業 の 際 に ミ スト 付 き の 扇 風 機 や 日 差 し をさ え ぎ る 屋 根 、 ブ ル ー シ ート で 日 差 し を 防 ぐ な ど 効 果的 な 対 応 を し て い た 」 と 話す 。 気 温 を 計 測 し た 結 果 、屋 外 の 温 度 は

3 3度 で あ っ た

が 、 休 憩 所 の 温 度 は

2 6度 程

度 で あ り 、 非 常 に 快 適 な 空間 が つ く り あ げ ら れ て い たと の こ と 。　
■ 体 調 管 理 の 徹 底 を

　
体 調 の 良 し 悪 し も 熱 中 症

の リ ス ク に 大 い に 関 係 する 。 糖 尿 病 や 高 血 圧 症 、 心疾 患 、 腎 不 全 、 精 神 ・ 神 経の 疾 患 、 広 範 囲 の 皮 膚 疾患 、 感 冒 、 下 痢 な ど が あ ると 熱 中 症 に か か り や す く なる 。 作 業 員 の 疾 患 の 有 無 を職 長 が 把 握 し 、 適 切 な 対 応を 取 る こ と が 熱 中 症 の 予 防に も つ な が る 。 ま た 、 二 日酔 い や 朝 食 を 摂 ら な い な どが 熱 中 症 リ ス ク の 増 加 に つ

な が る た め 規 則 正 し い 生 活習 慣 も 肝 心 と な る 。　
症 状 が 重 け れ ば 命 に か か

わ る 熱 中 症 だ が 、 周 囲 が 熱中 症 の 症 状 が 出 て い る と 見抜 く こ と は 難 し い 。 体 に 異常 を 感 じ た 本 人 が 申 告 す るこ と 、 そ し て 迅 速 に 適 切 な処 置 を 行 う こ と が 必 要 と なる 。　
■ 早 め の 判 断 が 命 を 救 う

　
熱 中 症 の 症 状 が 出 た 際 に

そ の 場 で 休 ま せ る べ き か 、す ぐ に 医 療 機 関 へ 搬 送 す るべ き か と い う 判 断 は 非 常 に

難 し い と こ ろ が あ る 。 し かし 「 休 ま せ て い れ ば 大 丈 夫だ ろ う 」 と い う 判 断 の 結果 、 命 を 落 と し た 事 例 が 少な か ら ず あ る 以 上 は 万 一 の事 態 を 考 え て 万 全 を 期 し て医 療 機 関 へ 搬 送 す る こ とが 適 切 で あ る だ ろ う 。  「 病院 に 運 ぶ ほ ど じ ゃ な か っ たね 」 で 済 め ば そ れ が 一 番 良い の だ 。　
■ 最 後 に 命 を 守 る の は 自

分 自 身　
熱 中 症 の リ ス ク や 防 止 の

た め の 注 意 喚 起 は 毎 年 の よう に さ れ て お り 、 多 く の 経営 者 や 管 理 職 は そ の 危 険 性を 十 分 に 分 か っ て い る だ ろう 。 一 方 で 、 現 場 で 働 く 作業 員 は 責 任 感 か ら 「 こ の くら い で 休 め な い 」  「 少 し 休め ば 大 丈 夫 」 と 医 療 機 関 への 搬 送 に 難 色 を 示 す ケ ー スが 少 な く な い と い う 。　
し か し 、 繰 り 返 し に な る

が 近 年 の 夏 の 暑 さ は 「 災 害級 」 で あ り 熱 中 症 は 軽 い 病気 で は な く か か れ ば 命 の 危険 さ え も あ る 。 万 が 一 、 熱中 症 に よ る 死 者 が 出 れ ば 、現 場 へ 調 査 が 入 る た め そ の間 現 場 は ス ト ッ プ し て し まう 。 大 切 な 仲 間 の 命 が 失 われ れ ば 同 僚 に も 大 き な 心 のシ ョ ッ ク を 与 え る 。 何 より 、 家 族 の 心 痛 、 悲 し み の深 さ は 想 像 し て 余 り あ る もの だ ろ う 。　
現 場 を 預 か る 職 長 の 安 全

教 育 や 周 囲 へ の 気 配 り は もち ろ ん だ が 、 ひ と り ひ と りが 熱 中 症 へ の リ ス ク の 理 解を 深 め る こ と が 重 要 だ ろう 。 た っ た ひ と つ の 命 。 最終 的 に 守 れ る の は 自 分 自 身だ 。

【 S T E P 3 】
熱 中 症 予 防 管 理 者 等 は 、 Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 を 確 認 し 、 巡 視 な ど に よ り 、 次 の 事 項

を 確 認 し ま し ょ う 。

■■
Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 の 低 減 対 策 は 実 施 さ れ て い
る か

■■
Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 に 応 じ た 作 業 計 画 と な っ て
い る か

■■
各 作 業 者 の 体 調 や 暑 熱 順 化 の 状 況 に 問
題 は な い か

■■
各 作 業 者 は 水 分 や 塩 分 を き ち ん と 取 っ
て い る か

■■ 作 業 の 中 止 や 中 断 を さ せ な く て よ い か

出 典 ： 厚 生 労 働 省 ・ 都 道 府 県 労 働 局 ・ 労 働 基 準 監 督 署

確 実 に 実 施 で き て い る か を 確 認 し 、 □ に チ ェ ッ ク を 入 れ ま し ょ う ！

【 S T E P 1 】
□ Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 の 把 握  
Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 に 適 合 し た Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 指 数 計 で Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 を 測 り ま し ょ う 。

【 S T E P 2 】 測 定 し た Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 に 応 じ て 次 の 対 策 を 取 り ま し ょ う 。

■■
Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 を 下 げ る
た め の 設 備 、 休 憩 場
所 の 設 置

準 備 期 間 に 検 討 し た 設 備 、 休 憩 場 所 を 設 置 し ま し ょ う 。 休
憩 場 所 に は 氷 、 冷 た い お し ぼ り 、 シ ャ ワ ー 等 や 飲 料 水 、 塩
飴 な ど を 設 置 し ま し ょ う 。 準 備 期 間 に 検 討 し た 通 気 性 の 良
い 服 装 な ど も 着 用 し ま し ょ う 。■■ 通 気 性 の 良 い 服 装 等

■■ 作 業 時 間 の 短 縮
Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 が 高 い と き は 、 単 独 作 業 を 控 え 、 Ｗ Ｂ Ｇ Ｔ 値 に
応 じ て 作 業 の 中 止 、 こ ま め に 休 憩 を と る な ど の 工 夫 を し ま
し ょ う 。

■■ 暑 熱 順 化
暑 さ に 慣 れ る ま で の 間 は 十 分 に 休 憩 を 取 り 、 １ 週 間 程 度 か
け て 徐 々 に 身 体 を 慣 ら し ま し ょ う 。 特 に 、 入 職 直 後 や 夏 季
休 暇 明 け の 方 は 注 意 が 必 要 で す ！

■■ 水 分 ・ 塩 の 摂 取 の ど が 渇 い て な く も 定 期 的 に 水 分 ・ 塩 分 を 取 り ま し ょ う 。

■■ プ レ ク ー リ ン グ 休 憩 時 間 に も 体 温 を 下 げ る 工 夫 を し ま し ょ う 。

■■
健 康 診 断 結 果 に 基 づ
く 措 置

① 糖 尿 病 ② 高 血 圧 症 ③ 心 疾 患 ④ 腎 不 全 ⑤ 精 神 ・ 神 経 関 係 の
疾 患 ⑥ 広 範 囲 の 皮 膚 疾 患 ⑦ 感 冒 ⑧ 下 痢 な ど が あ る と 熱 中 症
に か か り や す く な り ま す 。 医 師 の 意 見 を き い て 人 員 配 置 を
行 い ま し ょ う 。

■■ 日 常 の 健 康 管 理 な ど

前 日 は お 酒 を 飲 み す ぎ ず 、 よ く 休 み ま し ょ う 。 ま た 、 当 日
は 朝 食 を し っ か り 取 る よ う に し ま し ょ う 。 熱 中 症 の 具 体 的
症 状 に つ い て 理 解 し 、 熱 中 症 に 早 く 気 付 く こ と が で き る よ
う に し ま し ょ う 。

■■
作 業 中 の 作 業 者 の 健
康 状 態 の 確 認

管 理 者 は も ち ろ ん 、 作 業 員 同 士 お 互 い の 健 康 状 態 を よ く 確
認 し ま し ょ う 。 特 に 、 入 職 直 後 や 夏 季 休 暇 明 け の 作 業 員 に
気 を 配 り ま し ょ う 。

■■   異 常 時 の 措 置
～ 少 し で も 異 変 を 感 じ た ら ～

・ い っ た ん 作 業 を 離 れ 、 休

憩 す る

・ 病 院 へ 運 ぶ 、 ま た は 救 急

車 を 呼 ぶ

・ 病 院 へ 運 ぶ ま で は 一 人 き

り に し な い

　 近 年 の 夏 場 は 災 害 級 の 猛 暑 が 続 く 。 職 場 に お け る 熱 中 症 が 猛 威 を 奮 い 、 毎 年 約 2 0  人

が 死 亡 、 約 6 0 0 人 以 上 が 4 日 以 上 の 休 業 を し て い る 。 厚 生 労 働 省 で は 5 月 か ら 9 月 ま で 「 ク

ー ル ワ ー ク キ ャ ン ペ ー ン 」 を 実 施 （ 4  月 は 準 備 期 間 、 7  月 は 重 点 取 組 期 間 ） し 、 注 意 を

呼 び 掛 け て い る 。 災 害 級 の 暑 さ に 加 え 、 コ ロ ナ 禍 で マ ス ク を 装 着 し た 状 態 で 仕 事 に 臨

む こ と が 多 く 、 こ れ ま で 以 上 に 熱 中 症 へ の 対 策 が 必 須 と な っ て い く だ ろ う 。 本 稿 で は

水 戸 労 働 基 準 監 督 署 の 協 力 の も と 、 熱 中 症 の 傾 向 と 対 策 に つ い て ま と め た 。

全 員 が リ ス ク 理 解 を

お 盆 明 け は 特 に 注 意

▲ 株 木 建 設 は 、 ミ ス ト 付 き 扇 風 機 な ど で 暑 さ 対 策

椎 　 名 　 義 　 正

藤 　 田 　 　 　 強
田 　 口 　 恵 一 郎
株 　 木 　 貴 　 史
根 　 本 　 勝 　 義
木 　 村 　 　 　 晃

隆

竜 ケ 崎 支 部

白 　 田 　 唯 　 雄

小 　 貫 　 勝 　 重

大 　 内 　 康 　 意

梅 　 原 　 基 　 弘

井 　 坂 　 陽 　 介

浅 　 川 　 清 　 司

瀧 　 　 　 文 　 雄

千 　 葉 　 和 　 男
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代 表 取 締 役 　 鶴 　 田 　 哲 　 男

茨 城 県 那 珂 市 菅 谷 4 4 5 8 － 7 3

T E L 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 3 5

F A X 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 5 3

取 締 役 会 長

代 表 取 締 役

T E L. 0 2 9 5- 7 6- 0 0 0 7 ㈹ 　 F A X. 0 2 9 5- 7 6- 0 1 6 1

代 表 取 締 役 　 田 　 口 　 誠 　 壽

代 表 取 締 役 　 中 　 庭 　 隆 　 夫

〒 3 1 1 － 0 1 0 3 　 茨 城 県 那 珂 市 横 堀  6 6 0

T E L 　 0 2 9 － 2 9 8 － 3 2 9 1

F A X 　 0 2 9 － 2 9 5 － 8 2 5 0

造 園 設 計 施 工
土 木 工 事 一 式 ・ 緑 地 メ ン テ ナ ン ス

株 式 会 社 中 庭 造 園 土 木

代 表 取 締 役 社 長 　 野 　 上 　 　 　 勇

〒 3 0 2 － 0 0 3 8 　 茨 城 県 取 手 市 下 高 井  1 0 2 0

T E L 0 2 9 7 － 7 8 － 7 8 9 8

F A X 0 2 9 7 － 7 8 － 5 4 3 4

代 表 取 締 役 　 田 　 口 　 恵 一 郎

〒 3 1 0 － 0 8 0 3 　 茨 城 県 水 戸 市 城 南  3 － 1 2 － 6

T E L 0 2 9 － 2 2 1 － 9 0 4 7

F A X 0 2 9 － 2 2 7 － 5 2 3 8

総 合 建 設 業

I S O 9 0 0 1: 2 0 1 5 認 証

千 　 葉 　 和 　 男

〒 3 1 1 － 1 2 0 3

ひ た ち な か 市 平 磯 町 １ ５ ７ ６ 番 地 １

電 　 話 　 　 0 2 9（ 2 6 2 ） 2 5 0 5 ㈹

代 表 取 締 役 　 髙 　 橋 　 正 　 光

〒 3 1 1 － 1 1 1 5 　 茨 城 県 水 戸 市 大 串 町  9 5 2 － 4  番 地

T E L 　 0 2 9 － 2 6 9 － 3 0 6 6  ㈹

F A X 　 0 2 9 － 2 6 9 － 4 1 3 0 　

〒 3 0 0 － 0 3 3 1

茨 城 県 稲 敷 郡 阿 見 町 阿 見 4 6 6 6 － 3 0 8 4

T E L 0 2 9 － 8 8 7 － 4 8 3 4

F A X 0 2 9 － 8 8 8 － 2 8 5 7

代 表 取 締 役 　 杉 　 原 　 栄 　 司

株 式 会 社 杉 原 建 設
特 定 建 設 業

明 治 大 正 昭 和 平 成 令 和

創 業 1 1 7 年

〒 3 1 9 － 0 1 2 3 　 小 美 玉 市 羽 鳥 2 6 0 7 － ２ 　 T E L 0 2 9 9 － 4 6 － 0 0 0 6

代 表 取 締 役  久 保 田 　 敏 　 夫

代 表 取 締 役 専 務

代 表 取 締 役 社 長

代 表 取 締 役 社 長 　 宇 　 野 　 健 　 司

代 表 取 締 役 　 𠮷 　 原 　 清 　 寿

本 　 社 　 〒 3 1 0 － 0 8 5 1 　 水 戸 市 千 波 町  3 6 9  番 地 １

T E L 　 0 2 9 － 2 4 1 － 6 7 2 2  ㈹

F A X 　 0 2 9 － 2 4 1 － 4 4 2 8

営 業 所 　 常 陸 太 田 市 ・ か す み が う ら 市 ・ 那 珂 市 ・ 笠 間 市

お か げ さ ま で 創 立  6 3  年

建 設 コ ン サ ル タ ン ト ／ 補 償 コ ン サ ル タ ン ト ／ 測 量 業 登 録

共 同 測 量 株 式 会 社

代 表 取 締 役 　 斉 　 藤 　 　 　 実

〒 3 0 0 － 0 8 0 5 　 茨 城 県 土 浦 市 宍 塚 町  1 6 7 7 － 1

T E L 0 2 9 － 8 2 1 － 2 8 9 1

F A X 0 2 9 － 8 2 1 － 2 8 8 2

本 　 社

東 京 営 業 所

〒 3 1 1- 4 1 6 4 茨 城 県 水 戸 市 谷 津 町 細 田 1 番 1 2 水 戸 西 流 通 セ ン タ ー 内
T E L 0 2 9- 2 5 1- 3 0 1 6 　 F A X 0 2 9- 2 5 2- 7 1 6 4
E- m ail i b a r a ki @ a k o o.j p 　 U R L htt p: / / w w w. a k o o.j p
〒 1 1 1- 0 0 3 2 東 京 都 台 東 区 浅 草 5- 3- 1 0 　 リ ー ド 浅 草 6 0 1 号
T E L 0 3- 5 6 0 3- 8 8 0 0 　 F A X 0 3- 5 6 0 3- 8 8 0 5

暑 中 お 見 舞 い

　 申 し 上 げ ま す

令 和 ４ 年 盛 夏



（ 1 0 ）2 0 2 2  年 （ 令 和  4  年 ）7  月  2 8  日 　 木 曜 日暑 中 特 集

代 表 取 締 役 　 藤 　 田 　 　 　 強

〒 3 1 9 － 3 5 5 1 　 茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 池 田  2 8 0 4

　 　 　 　 　 T E L  0 2 9 5 － 7 2 － 0 3 6 5

　 　 　 　 　 F A X 0 2 9 5 － 7 2 － 0 9 7 1

株 式 会 社  藤 田 工 務 店
総 合 建 設 業

三 国 屋 建 設 株 式 会 社

5 0 t h

A n ni v e r s a r y

み っ く に ー

1 0 0 隻 の 作 業 船 と 海 の 職 人 集 団

代 表 取 締 役 　 藤 　 枝 　 洋 　 二
専 務 取 締 役 　 藤 　 枝 　 賢 　 一

〒 3 1 1 － 2 1 1 6 　 茨 城 県 鉾 田 市 札  6 7 0  番 地 の  4

　 　 　 　 　  T E L  0 2 9 1 － 3 9 － 3 2 7 0

　 　 　 　 　  F A X 0 2 9 1 － 3 9 － 6 8 4 0

F U J I E D A K E N S E T S U

藤 枝 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 　 松 　 浦 　 義 　 文

本 社 　 〒 3 1 1 － 3 1 3 1 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 茨 城 町 小 堤 1 7 4 3 － 1

　 　 　 T E L 0 2 9 － 2 9 2 － 0 0 6 9 ㈹ 　 F A X  0 2 9 － 2 9 2 － 0 1 2 2

　 　 　 E- m ail: m at s u u r a. c o @ m 9. di o n. n e.j p

代 表 取 締 役 　 清 　 水 　 慎 　 一

〒 3 1 1 － 3 1 1 6 　 茨 城 県 東 茨 城 郡 茨 城 町 長 岡  1 7 9 8

T E L 　 0 2 9 － 2 9 2 － 0 3 2 5

F A X 　 0 2 9 － 2 9 2 － 1 6 1 6

六 美 建 設 株 式 会 社

U R L 　 htt p: / / w w w. hit a c hi d o b o k u.j p

本 社 ： 〒 3 1 7 － 0 0 7 3 　 茨 城 県 日 立 市 幸 町  2 － 1 8 － 5

電 話 ： 0 2 9 4 － 2 2 － 2 1 2 1 　 F A X ： 0 2 9 4 － 2 3 － 3 7 7 5

支 店 ： 水 戸 　 営 業 所 ： 東 海 ・ 北 茨 城 ・ い わ き

代 表 取 締 役 会 長 　 沢 　 畑 　 正 　 剛
代 表 取 締 役 社 長 　 須 　 田 　 要 　 介

日 立 土 木 株 式 会 社

豊 か で 夢 の あ る 空 間 創 り を め ざ し て

総 合 建 設 業 　I S O 9 0 0 1  認 証

特 定 建 設 業

代 表 取 締 役 社 長 　 鈴 　 木 　 敏 　 博

〒 3 1 0 － 0 0 1 1 　 茨 城 県 水 戸 市 三 の 丸  1 － 3 － 1 0

T E L 　 0 2 9 － 2 2 4 － 0 1 4 1

F A X 　 0 2 9 － 2 2 4 － 0 1 4 2 　

株 式 会 社

代 表 取 締 役 　 石 　 井 　 　 　 登

〒 3 1 1 － 4 1 5 3 　 茨 城 県 水 戸 市 河 和 田 町  3 8 9 1

T E L 　 0 2 9 － 3 0 9 － 7 2 6 6

F A X 　 0 2 9 － 3 0 9 － 7 2 6 7

本 社 　 〒 3 1 7 － 0 0 7 2 　 茨 城 県 日 立 市 弁 天 町  2  丁 目  2  番  3  号

T E L 0 2 9 4 － 2 2 － 1 5 1 5 　 F A X 0 2 9 4 － 2 2 － 0 7 0 2

代 表 取 締 役 　 佐 　 藤 　 雅 　 彦

地 球 環 境 の 未 来 を 考 え る

エ コ ア ク シ ョ ン 2 1 認 証

暑 中 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す

た ち な か 市 、 那 珂市 、 小 美 玉 市 、 茨城 町 、 大 洗 町 、 城里 町 、 東 海 村 で 構成 。　
地 域 全 体 の 発 展

に 向 け 、 都 市 間 の協 議 や 連 携 へ の 取り 組 み を 進 め て おり 、 各 市 町 村 の 要望 事 項 を ま と め 、毎 年 、 県 へ 要 望 活動 を 実 施 し て いる 。　
地 域 全 体 に 関 す

る 要 望 の う ち 、 国道 ６ 号 の 整 備 促 進で は ◆ 水 戸 市 地 内（ 酒 門 交 差 点 ） の

立 体 化 事 業 の 整 備 促 進 ◆ 小美 玉 道 路 （ 仮 称 ） 整 備 の 早配 備 す る 。　
今 回 の 工 事 は ガ ス ヒ ー ト

ポ ン プ エ ア コ ン の 全 面 的 な更 新 を 行 う も の 。 竣 工 以 来大 規 模 な 改 修 は 実 施 し て おら ず 、 現 状 で 不 具 合 が 見 られ る こ と か ら 更 新 を 行 い 環境 改 善 を 図 る 。　
設 計 は ㈱ 相 澤 建 築 設 計 事

務 所 （ つ く ば 市 ） が ３ ０ ３万 円 （ 税 抜 き ） で 落 札 。 ７月

2 9日 ま で を 履 行 期 間 と し

　
申 請 書 類 の 様 式 は 市 ホ ー

ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド可 能 。　
な お 、 次 回 以 降 の 受 付 は1 1月 （

1 1月 ７ ～

1 1日 ） の 予

定 。　
提 出 先 お よ び 問 い 合 わ せ

先 は 契 約 検 査 課 （ 〒 ３ １ ５－ ８ ６ ４ ０ 、 石 岡 市 石 岡 １－ １

－ １ 、 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ９

－

2 3

－ １ １ １ １ 、 内 線 ７ ２

３ ２ ・ ７ ２ ３ ３ ）  。

　
県 央 首 長 懇 話 会 は 、 県 央

地 域 の 水 戸 市 、 笠 間 市 、 ひ　
牛 久 市 は ク リ ー ン セ ン

タ ー リ サ イ ク ル プ ラ ザ 棟
（ 奥 原 町 ３ ５ ５ ０

－

２ ） の

空 調 更 新 工 事 を ９ 月 ま で に一 般 競 争 入 札 で 発 注 す る 。予 算 額 は ８ ４ ５ ９ 万 円 。　
同 施 設 は １ ９ ９ ９ 年 の 建

設 で 、 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ２ 階 建て 延 べ 床 ３ ４ ４ ２ ㎡ 。 リ サイ ク ル 情 報 コ ー ナ ー や リ サイ ク ル シ ョ ッ プ 、 ギ ャ ラリ ー 、 研 修 室 な ど の 機 能 を　
石 岡 市 は ２ ０ ２ ２ ・

2 3年

度 市 物 品 納 入 ・ 役 務 の 提 供等 入 札 参 加 資 格 審 査 申 請 の受 付 （ ８ 月 追 加 受 付 ） を 行う 。 受 付 期 間 は ８ 月 １ 日 から ５ 日 ま で 。　
申 請 方 法 は 直 接 持 参 ま た

は 郵 送 （ 一 般 書 留 又 は 簡 易書 留 の み ） で 受 け 付 け る 。名 簿 登 載 期 間 は ２ ０ ２ ２ 年
1 0月 １ 日 か ら

2 4年 ３ 月

3 1

日 。

期 事 業 化 ◆ 茨 城 町 地 内 （ 小美 玉 市 行 政 界 ～ 長 岡 間 ） の４ 車 線 で の 整 備 促 進 ◆ 那 珂市 向 山 ～ 東 海 村 石 神 外 宿 間の ４ 車 線 で の 整 備 促 進

－ を

要 望 。　
こ の ほ か 、 財 政 支 援 制 度

の 創 設 等 と し て 公 共 施 設 の除 却 等 に 対 す る 助 成 、 水 道施 設 等 耐 震 化 事 業 お よ び 老　
２ ０ ２ ２ 年 度 の 普 通 交 付

税 等 の 額 が 決 定 し 、 本 県 県分 は １ ９ ７ ３ 億 １ ４ ０ ０ 万円 で 前 年 度 か ら １ ０ ６ 億 ３５ ０ ０ 万 円 増 、 ４ 年 連 続 の増 加 と な っ た 。 臨 時 財 政 対て い る 。　
な お 、 市 は 本 年 度 に リ サ

イ ク ル プ ラ ザ 棟 の 長 寿 命 化計 画 策 定 に も 着 手 。 今 後 の改 修 は 、 同 計 画 に 基 づ い て順 次 進 め て い く 。 長 寿 命 化計 画 は 中 島 建 築 設 計 事 務 所（ 牛 久 市 ） が 策 定 中 。

部 分 の 整 備 と さ ら な る 企 業誘 致 、 流 通 セ ン タ ー 東 西 線（ 主 要 地 方 道 大 洗 友 部 線 ）お よ び 流 通 セ ン タ ー 北 線 ・南 線 （ 主 要 地 方 道 石 岡 城 里線 バ イ パ ス ） の 早 期 整 備 、県 畜 産 試 験 場 跡 地 の 北 街 区お よ び 東 街 区 の 利 活 用 に 向け た 活 動 の 推 進 、 県 道 平 友部 停 車 場 線 の 拡 幅 等 の 整 備強 化 を 求 め た 。　
ひ た ち な か 市 は 、 ひ た ち

な か 地 区 の 土 地 利 用 に つ いて 、 都 市 セ ン タ ー エ リ ア にお け る 地 元 自 治 体 が 進 め るま ち づ く り へ の 支 援 の ほか 、 国 ・ 県 ・ 地 元 自 治 体 によ る 具 体 的 な 検 討 ・ 調 整 の場 の 設 定 お よ び 地 元 自 治 体と 緊 密 な 連 携 に よ る 協 議 の実 施 を 要 望 し て い る 。　
那 珂 市 に つ い て は 、 国 道

１ １ ８ 号 同 市 地 内 バ イ パ ス（ 飯 田 ～ 瓜 連 間 ） の ４ 車 線た ち な か 市 が

2 3億 ６ ７ ０ ０

万 円 で 前 年 度 か ら

8 8・ １ ％

増 、 守 谷 市 が ３ 億 ２ ６ ０ ０万 円 で

4 7・ ２ ％ 増 、 牛 久

　
県 検 査 指 導 課 は 、 Ｚ Ｏ Ｏ

Ｍ を 用 い た 情 報 共 有 シ ス テム 活 用 Ｗ ｅ ｂ 講 習 会 を ８ 月８ 日 午 後 １ 時

3 0分 か ら 開 催

す る 。 事 前 申 込 み 不 要 。 誰で も 参 加 可 能 だ が 、 参 加 者は 最 大 ５ ０ ０ 人 ま で 。 共 催は ㈱ 現 場 サ ポ ー ト 。　
県 で は 建 設 現 場 に お け る

生 産 性 の 向 上 を 推 進 す る ため の 取 組 の 一 環 と し て 、 情報 共 有 シ ス テ ム の 活 用 を 進め て き た 。 そ し て 今 年 度 か

　
筑 西 市 は 、 つ く ば 明 野 北

部 工 業 団 地 （ 猫 島 地 内 ） の専 用 水 道 施 設 を 整 備 す る 。実 施 設 計 に つ い て は 、 常 陸測 工 ㈱ （ 水 戸 市 ） に 委 託 した 。 ２ ０ ２ ３ 年 ２ 月 ３ 日 を履 行 期 限 と し 、 来 年 度 に は工 事 に 着 手 し た い 考 え だ 。　
立 地 す る 企 業 に 対 し て 安

定 し た 水 道 水 の 提 供 を 行 える 環 境 を 整 え る た め 、 専 用水 道 施 設 を 整 備 す る 。 水 量は 約 ７ ０ ０ ㎥ の 規 模 を 想 定し て い る 。　
ま た 、 調 査 用 井 戸 掘 削 工

事 も 実 施 の う え 、 必 要 な 水

朽 管 更 新 事 業 に 係 る 支 援 、社 会 資 本 総 合 整 備 事 業 と して 防 災 ・ 安 全 交 付 金 事 業 、社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 事業 、 都 市 構 造 再 編 集 中 支 援事 業 、 交 通 安 全 対 策 補 助 事業 の 事 業 費 補 助 に 対 す る 配慮 な ど を 求 め て い る 。　
各 市 町 村 ご と の 重 点 要 望

を 見 る と 、 水 戸 市 は 都 市 計画 道 路 中 大 野 中 河 内 線 の 整備 促 進 な ど を 重 点 要 望 。 具体 的 な 箇 所 は 市 道 上 大 野 ９号 線 交 点 ～ 県 道 中 石 崎 水 戸線 交 点 間 お よ び 幹 線 市 道 ３号 線 交 点 ～ 主 要 地 方 道 水 戸神 栖 線 交 点 間 と 、 国 道

5 0号

交 点 ～ 国 道 １ ２ ３ 号 交 点間 。 ま た 、 那 珂 川 へ の 橋 梁の 架 設 と 橋 梁 影 響 区 間 の 早期 整 備 な ど も 要 望 し て いる 。　
笠 間 市 は 茨 城 中 央 工 業 団

地 （ 笠 間 地 区 ） の 未 整 備策 債 は ２ ９ ５ 億 ６ ５ ０ ０ 万円 で 対 前 年 度 ６ ０ ４ 億 ７ ７０ ０ 万 円 の 減 。 市 町 村 分 は１ ６ ２ １ 億 ７ ３ ０ ０ 万 円 で対 前 年 度

9 9億 ４ １ ０ ０ 万 円

増 と な り 、 ４ 年 連 続 で 増 加し た 。 不 交 付 団 体 は 、 つ くば 市 、 神 栖 市 、 東 海 村 。　
県 分 の 普 通 交 付 税 は 、 地

方 税 収 入 や 地 方 交 付 税 の 原資 と な る 国 税 収 入 の 増 加 が見 込 ま れ 、 臨 時 財 政 対 策 債へ の 振 替 額 が 大 幅 に 抑 制 され た こ と に よ り 、 前 年 度 から ５ ・ ７ ％ 増 と な っ た 。　
市 町 村 の 臨 時 財 政 対 策 債

へ の 振 替 額 は １ ３ ３ 億 ６ ７０ ０ 万 円 で 前 年 度 か ら ３ ２２ 億 ９ ７ ０ ０ 万 円 減 。　
普 通 交 付 税 額 の 増 減 率 が

大 き い 市 町 村 を み る と 、 ひ

で の 早 期 整 備 を 要 望 。　
小 美 玉 市 は 国 道 ３ ５ ５ 号

玉 里 石 岡 バ イ パ ス お よ び（ 仮 称 ） 百 里 飛 行 場 南 北 線の 早 期 事 業 化 や 、 茨 城 空 港を 経 由 す る 水 戸 ま で の つ くば エ ク ス プ レ ス 延 伸 な ど を求 め た 。　
ま た 、 茨 城 町 は 主 要 地 方

道 大 洗 友 部 線 の 国 道 ６ 号～ 茨 城 中 央 工 業 団 地 （ 駒 渡側 ） 間 の バ イ パ ス 整 備 や 駒場 ～ 海 老 沢 間 の 未 改 良 区 間の 早 期 整 備 な ど を 、 大 洗 町は 吉 沼 磯 浜 線 の 国 道 ２ ４ ５号 ～ 都 市 計 画 道 路 関 根 祝 町線 間 の 早 期 事 業 化 を 要 望 。　
城 里 町 は 国 道 １ ２ ３ 号 の

町 内 バ イ パ ス 、 特 に 圷 ～ 粟間 の 未 整 備 区 間 の 早 期 整 備に つ い て 、 東 海 村 は 国 道 ６号 の 那 珂 市 向 山 ～ 同 村 石 神外 宿 間 の ４ 車 線 で の 整 備 促進 つ い て 配 慮 を 求 め た 。市 が

2 6億 ３ ０ ０ 万 円 で

4 4・

２ ％ 増 。 水 戸 市 は

9 3億 ３ ３

０ ０ 万 円 で

2 4・ ５ ％ 増 加 し

た 。

ら 、 受 発 注 者 に お け る さ らな る 業 務 効 率 化 や 、 新 型 コロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染拡 大 防 止 の 観 点 か ら 、 情 報共 有 シ ス テ ム を 原 則 と し て全 て の 工 事 （ 営 繕 工 事 を 除く ） で 活 用 す る こ と と し てい る 。　
全 面 活 用 に 当 た り 、 ２ ０

２ ４ 年 度 ま で の 推 奨 事 業 者と し て 選 定 し た 現 場 サ ポ ート を 選 定 。 講 習 会 で は 活 用方 針 や 同 社 が 提 供 す る シ ステ ム の 概 要 、 使 用 開 始 ま での 流 れ な ど 、 資 料 や 実 際 のシ ス テ ム 画 面 を 映 し な が ら説 明 す る 。　
参 加 は

https://us02
web.

zoo
m.us/j/84300266436

ま

た は Ｑ Ｒ コ ー ド か ら 。

［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

○○○●●●●○○○●○

○○○●●●●○○○●○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　
県 央 地 域 ９ 市 町 村 で 構 成 す る 県 央 地 域 首 長 懇 話 会 （ 座 長 ・ 高 橋 靖 水 戸 市 長

＝

写 真 中 央 右

） は

2 1日 、 県 央 地 域 に お け る 事 業 促 進 に 関 す る 要 望 、 新 型 コ ロ ナ ウ

イ ル ス 感 染 症 お よ び 原 油 価 格 ・ 物 価 の 高 騰 へ の 対 策 に 係 る 要 望 を 県 に 対 し て 実施 し た 。 各 市 町 村 の 首 長 が 県 庁 を 訪 れ 、 大 井 川 和 彦 県 知 事 （

写 真 中 央 左

） へ 地

域 全 体 に 関 す る 要 望 ４ 項 目 、 広 域 に お け る 事 業 促 進 に 関 す る 要 望

1 6項 目 に つ い

て 格 段 の 配 慮 を 求 め た 。

Q R コ ー ド

情 報 共 有 シ ス テ ム 活 用

8 月 8 日 W e b 講 習 開 く

県 検 査 指 導 課 ／ 参 加 者 は 最 大 5 0 0 人 ま で

つ く ば明 野 北 部

 安 定 し た 水 を 供 給

団 地 内 に 専 用 水 道

筑 西 市

３ 市 村 が 不 交 付 団 体
市 町 村 分 は

1 6 2 1億 増

2 2 年 度 普 通 交 付 税

量 が 確 保 で き る か ど う か の調 査 も 進 め て い く 。

県 へ 要 望 書

国 道 ６ 号 の 整 備 促 進

な
　

　
ど

県 央 地 域首 長 懇 話 会

酒 門 交 差 点 立 体 化

牛 久 市

ク リ ー ンセ ン タ ー

９ 月 ま で に 一 般 公 告

プ ラ ザ 棟 で 空 調 更 新
石 岡 市

 ８ 月 １ 日 か ら ５ 日

物 品 等 の 追 加 受 付


